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一

飛
鳥
に
来
た
西
域
の
吐
火
羅
人

西
　
本
　
昌
　
弘

は
じ
め
に

　

日
本
と
西
域
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
文
物
は
、
た
と
え
ば
正
倉
院
宝
物
の

な
か
に
も
多
数
存
在
し
、
隋
や
唐
を
介
し
た
両
地
域
の
交
流
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
初
唐
の
時
代
に
相
当
す
る
六
五
四
年
、
日
本
の
日
向
国
に
吐
火
羅
国
の
男

女
と
舎
衛
の
女
と
が
漂
着
し
、
そ
の
後
も
同
様
の
漂
着
が
海
見
嶋（
奄
美
大
島
）

に
あ
っ
た
。
彼
ら
は
筑
紫
を
経
由
し
て
、
当
時
の
王
宮
が
あ
っ
た
飛
鳥
に
送
ら

れ
、
朝
廷
あ
げ
て
の
歓
待
を
受
け
た
。
こ
の
吐
火
羅
人（
覩
貨
邏
人
）を
め
ぐ
っ

て
は
、
古
く
か
ら
議
論
が
闘
わ
せ
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
古
代
史
学
界
で
は
タ

イ
の
堕
和
羅
国
に
あ
て
る
説
が
通
説
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
に
膾
炙
さ
れ

た
説
と
し
て
、
ペ
ル
シ
ア
人
説
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
中
国
史
料
が
堕
和
羅
や
波
斯
（
ペ
ル
シ

ア
）と
区
別
し
て
詳
述
し
て
い
る
吐
火
羅（
覩
貨
邏
）の
分
析
を
ほ
と
ん
ど
行
っ

て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
遠
い
国
か
ら
日
本
ま
で
来
る
は
ず
が
な
い
と
い

う
判
断
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
史
研

究
の
進
展
に
よ
り
、
こ
の
地
域
の
歴
史
的
変
遷
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
七
世

紀
中
葉
に
お
け
る
唐
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
の
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
進
出
の
様
相
も

明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、
主

と
し
て
中
国
史
料
に
み
え
る
吐
火
羅
・
覩
貨
邏
の
検
討
を
行
う
こ
と
で
、
飛
鳥

に
来
た
吐
火
羅
人
（
覩
貨
邏
人
）
が
西
域
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
の
吐
火
羅
人
で

あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
み
た
い
。

　

な
お
、
同
時
に
来
朝
し
た
舎
衛
人
に
つ
い
て
は
、
祗
園
精
舎
の
あ
る
中
イ
ン

ド
の
舎
衛
国
（
シ
ュ
ラ
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー
）
の
人
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
私

も
こ
れ
に
異
論
は
な
い
の
で
、
通
説
に
従
っ
て
論
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

一　

日
本
古
代
の
吐
火
羅
・
舎
衛
関
係
史
料

　

吐
火
羅
人
や
舎
衛
人
が
古
代
の
日
本
に
漂
着
し
た
こ
と
は
、
以
下
に
掲
げ
る

『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
史
料
が
語
っ
て
い
る
。

①
『
日
本
書
紀
』
白
雉
五
年
（
六
五
四
）
四
月
条

吐
火
羅
国
男
二
人
・
女
二
人
、
舎
衛
女
一
人
、
被
風
流
来
于
日
向
、



二

②
『
日
本
書
紀
』
斉
明
三
年
（
六
五
七
）
七
月
条

秋
七
月
丁
亥
朔
己
丑
（
三
日
）、
覩
貨
邏
国
男
二
人
・
女
四
人
、
漂
泊
于

筑
紫
、
言
、
臣
等
初
漂
泊
于
海
見
嶋
、
乃
以
駅
召
、

辛
丑
（
一
五
日
）、
作
須
弥
山
像
於
飛
鳥
寺
西
、
且
設
盂
蘭
瓮
会
、
暮
饗

覩
貨
邏
人
、
或
本
云
、

堕
羅
人
、

③
『
日
本
書
紀
』
斉
明
五
年
（
六
五
九
）
三
月
条

丁
亥
（
一
〇
日
）、
吐
火
羅
人
、
共
妻
舎
衛
婦
人
来
、

甲
午
（
一
七
日
）、
甘
檮
丘
東
之
川
上
、
造
須
弥
山
、
而
饗
陸
奥
與
越
蝦

夷
、
檮
、
此
云
柯
之
、
川

上
、
此
云
箇
播
羅
、

④
『
日
本
書
紀
』
斉
明
六
年
（
六
六
〇
）
七
月
乙
卯
（
一
六
日
）
条

高
麗
使
人
乙
相
賀
取
文
等
罷
帰
、又
覩

羅
人
乾
豆
波
斯
達
阿
、欲
帰
本

土
、
求
請
送
使
曰
、
願
後
朝
於
大
国
、
所
以
、
留
妻
為
表
、
仍
與
数
十

人
、
入
于
西
海
之
路
、

⑤
『
日
本
書
紀
』
天
武
四
年
（
六
七
五
）
正
月
丙
午
朔
条

大
学
寮
諸
学
生
・
陰
陽
寮
・
外
薬
寮
、
及
舎
衛
女
・
堕
羅
女
・
百
済
王

善
光
・
新
羅
仕
丁
等
、
捧
薬
及
珍
異
等
物
進
、

⑥
『
令
集
解
』
職
員
令
、
玄
蕃
寮
条

頭
一
人
、掌
仏
寺
、
僧
尼
名
籍
、
供
済
、
蕃
客
辞
見
、
讌
饗
送
迎
、
及
在
京
夷
狄
、

釈
云
、
謂
堕
羅
・
舎
衛
・
蝦
夷
之
類
、
除
朝
聘
外
、
蕃
人
亦
入
夷
狄
之
例
、
古
記
云
、
在
京
夷

狄
、
謂
堕
羅
・
舎
衛
・
蝦
夷
等
、
又
説
、
除
朝
聘
外
、
在
京
唐
国
人
等
、
皆
入
夷
狄
之
例
、　

　

①
に
よ
る
と
、
孝
徳
天
皇
の
白
雉
五
年
（
六
五
四
）
四
月
に
、
吐
火
羅
国
の

男
二
人
・
女
二
人
と
舎
衛
の
女
一
人
が
暴
風
に
遭
遇
し
て
日
向
に
流
れ
来
た
っ

た
。
彼
ら
の
乗
っ
た
船
が
遭
難
し
、
日
向
国
の
海
岸
に
漂
着
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
②
で
は
、
斉
明
天
皇
の
三
年
（
六
五
七
）
七
月
己
丑
（
三
日
）
に
、
覩
貨

邏
国
の
男
二
人
と
女
四
人
が
筑
紫
に
漂
泊
し
て
い
る
。
彼
ら
は
「
臣
ら
は
は
じ

め
海
見
嶋
に
漂
泊
し
た
」
と
証
言
し
た
と
い
う
。
海
見
嶋
と
は
奄
美
大
島
の
こ

と
で
あ
る
。
朝
廷
は
駅
馬
に
よ
っ
て
覩
貨
邏
国
人
た
ち
を
召
し
た
。
彼
ら
は
七

月
辛
丑
（
一
五
日
）
ま
で
に
は
飛
鳥
の
都
に
入
っ
た
よ
う
で
、
一
五
日
、
飛
鳥

寺
の
西
に
須
弥
山
の
像
を
作
っ
て
、
盂
蘭
瓮
会
を
催
し
、
暮
れ
方
に
覩
貨
邏
人

を
饗
宴
で
も
て
な
し
た
。『
日
本
書
紀
』
の
分
注
に
よ
る
と
、「
覩
貨
邏
人
」
の

こ
と
を
「
堕
羅
人
」
と
表
現
す
る
史
料
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
覩
貨
邏
人
の
た
め

に
わ
ざ
わ
ざ
須
弥
山
像
を
作
り
、
盂
蘭
瓮
会
を
催
し
て
い
る
の
は
、
彼
ら
が
仏

教
徒
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
③
に
よ
る
と
、
斉
明
天
皇
の
五
年（
六
五
九
）

三
月
丁
亥
（
一
〇
日
）
に
も
、
吐
火
羅
人
が
妻
の
舎
衛
婦
人
と
も
に
来
朝
し
た
。

そ
の
一
週
間
後
の
三
月
甲
午
（
一
七
日
）
に
は
甘
檮
丘
の
東
の
川
上
に
須
弥
山

を
造
り
、
陸
奥
と
越
の
蝦
夷
に
饗
宴
を
催
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
飛
鳥
に
到
着
し
た
吐
火
羅
人
た
ち
の
う
ち
男
性
た
ち
は
、
斉
明
六

年
（
六
六
〇
）
七
月
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
④
に
よ
る
と
、
覩

羅
人
の
乾

豆
波
斯
達
阿
が
本
土
に
帰
る
こ
と
を
希
望
し
て
、
朝
廷
に
送
使
を
要
求
し
た
。

彼
は
「
願
は
く
は
後
に
大
国
（
や
ま
と
）
に
朝
さ
ん
。
所
以
に
妻
を
留
め
て
表

と
な
す
」
と
述
べ
、
数
十
人
の
一
行
で
西
海
の
路
に
入
っ
た
。
の
ち
に
ま
た
日

本
へ
戻
っ
て
く
る
と
称
し
て
、
人
質
と
し
て
妻
た
ち
を
日
本
へ
残
し
、
九
州
を

へ
て
西
方
へ
帰
っ
て
い
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

以
上
①
～
④
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
井
上
光
貞
氏
が
明
快
な
解
釈
を
加
え
て

い
る（

1
）。

す
な
わ
ち
、
①
と
③
に
は
「
吐
火
羅
」
と
「
舎
衛
」
が
み
え
、
②
と
④



飛
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三

に
は
「
覩
貨
（

）
邏
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
①
で
日
向
に
流
来
し
た

吐
火
羅
人
が
③
で
飛
鳥
に
到
着
し
、
す
で
に
②
で
到
着
し
て
い
た
別
の
覩
貨
邏

人
の
一
行
と
合
流
し
た
も
の
と
み
る
。
ま
た
、
④
に
み
え
る
「
覩

邏
人
乾
豆

波
斯
達
阿
」
は
吐
火
羅
人
の
首
領
で
あ
り
、
彼
は
妻
を
日
本
に
残
し
て
帰
国
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
首
領
と
妻
が
③
の
「
吐
火
羅
人
」
と
「
妻
舎
衛
婦
人
」

に
相
当
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
④
で
「
西
海
の
路
に
入
る
」
と
い

う
の
は
、
遣
唐
使
の
吉
士
長
丹
を「
西
海
使
」と
も
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら（『
日

本
書
紀
』
白
雉
五
年
七
月
条
）、
唐
に
送
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。

井
上
氏
の
解
釈
は
い
ず
れ
も
卓
見
で
あ
り
、
こ
れ
に
従
い
た
い
と
思
う
。
こ
の

よ
う
に
孝
徳
天
皇
の
白
雉
末
年
か
ら
斉
明
天
皇
の
時
代
に
か
け
て
、
西
暦
の
六

五
四
年
か
ら
六
五
九
年
ま
で
の
間
に
、
日
本
の
九
州
近
海
に
吐
火
羅
人
・
舎
衛

人
が
漂
着
し
、
飛
鳥
の
朝
廷
に
迎
え
ら
れ
た
が
、
一
行
の
男
性
た
ち
は
六
六
〇

年
に
中
国
方
面
へ
帰
国
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
に
残
留
し
た
吐
火
羅
人
の
女
性
の
姿
は
⑤
に
み
え
て
い
る
。
天
武
四
年

（
六
七
五
）正
月
元
日
に
大
学
寮
の
学
生
、
陰
陽
寮
・
外
薬
寮
お
よ
び
舎
衛
の
女
、

堕
羅
の
女
、
百
済
王
善
光
、
新
羅
の
仕
丁
ら
が
、
薬
と
「
珍
異
等
物
」
を
捧
げ

て
、
天
武
天
皇
に
進
上
し
た
。
後
世
の
正
月
元
日
に
お
け
る
供
御
薬
儀
の
濫
觴

と
さ
れ
る
儀
式
に
、
舎
衛
の
女
と
堕
羅
の
女
が
参
加
し
、
天
皇
に
薬
と
「
珍
異

等
物
」
を
献
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
堕
羅
の
女
が
吐
火
羅
の

女
を
さ
す
こ
と
は
、
前
掲
し
た
史
料
②
に
覩
貨
邏
人
の
こ
と
を
堕
羅
人
と
も
い

う
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
た
堕
羅
の
女
と
舎
衛
の
女
が
並
ん
で
現
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

堕
羅
の
女
と
舎
衛
の
女
が
元
日
に
「
珍
異
等
物
」
を
献
上
し
て
い
る
の
は
、

彼
ら
が
漂
着
時
に
携
行
し
て
い
た
品
物
を
差
し
出
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

漂
着
か
ら
す
で
に
二
〇
余
年
が
経
過
し
て
い
る
の
で
、
新
た
な
品
々
が
大
陸
方

面
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
吐
火
羅
人
の
男
子
が
妻
だ
け

を
残
し
て
中
国
方
面
へ
帰
国
し
て
い
っ
た
の
は
、
よ
く
考
え
る
と
不
可
解
な
行

動
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
が
帰
国
を
願
い
出
た
と
き
に
、「
願
は
く
は
後
に
大
国

（
や
ま
と
）
に
朝
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
意
外
に
本
心
を
語
っ
た
も
の

と
み
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
吐
火
羅
人
た
ち
が
貿
易
商
人
の
一
行
で
あ
っ
た

と
す
る
と
、
女
性
た
ち
を
残
し
て
帰
国
す
る
と
宣
言
す
る
こ
と
で
、
送
還
船
の

便
宜
を
は
か
っ
て
も
ら
え
る
ば
か
り
か
、
残
留
す
る
女
性
た
ち
が
日
本
に
お
い

て
交
易
の
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
目
で
み
る
と
、
史
料
⑥
の
記
載
も
興
味
深
い
。
玄
蕃
頭
の
職
掌

と
し
て
大
宝
令
が
挙
げ
る
「
在
京
夷
狄
」
の
実
例
と
し
て
、
古
記
は
堕
羅
・
舎

衛
・
蝦
夷
な
ど
を
掲
げ
て
お
り
、
奈
良
時
代
の
天
平
年
間
に
お
い
て
も
、
平
城

京
に
居
住
す
る
異
民
族
と
し
て
堕
羅
人
と
舎
衛
人
が
例
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
大
宝
令
制
定
時
を
想
定
し
た
注
釈
と
す
る
と
、
藤
原
京
に
居
住
し
て
い
た

異
民
族
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
堕
羅
人
・
舎
衛
人
は
大
陸
方
面
か
ら
「
珍
異
等

物
」
を
調
達
し
、
藤
原
京
や
平
城
京
に
お
い
て
交
易
に
従
事
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
記
録
に
残
る
吐
火
羅
人
の
来
朝
は
斉
明
朝
前
後
の

み
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
初
期
ま
で
は
、
吐
火
羅
人
の
貨
物
を
載

せ
た
船
舶
が
筑
紫
な
ど
に
往
来
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



四

二　

吐
火
羅
に
関
す
る
研
究
史

　

そ
れ
で
は
、
吐
火
羅
人
（
覩
貨
邏
人
）
と
は
ど
の
よ
う
な
地
域
に
居
住
す
る

人
々
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
吐
火
羅
に
関
す
る
研
究
史
を
回
顧
す
る
と
、
以

下
の
よ
う
に
な
る
。

Ⓐ
西
域
の
吐
火
羅
説

　
『
大
日
本
史
』
は
『
隋
書
』
を
参
照
し
て
、
吐
火
羅
国
は
「
在
隋
国
西
」
と

説
き（

2
）、『

書
紀
集
解
』
は
孝
徳
紀
の
吐
火
羅
国
の
注
釈
と
し
て
、『
隋
書
』
西
域

伝
や
『
唐
書
』
西
域
伝
に
み
え
る
吐
火
羅
の
記
事
を
引
用
し
て
い
る（

3
）。『

日
本

書
紀
通
釈
』
も
ほ
ぼ
同
様
で
、
さ
ら
に
『
大
唐
西
域
記
』
の
覩
貨
邏
の
記
事
を

追
加
し
て
い
る（

4
）。

古
く
は
文
字
通
り
に
と
っ
て
西
域
の
吐
火
羅
と
す
る
説
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
井
上
光
貞
氏
に
よ
る
タ
イ
の
堕
和
羅

国
説
が
通
説
化
し
て
か
ら
も
、
内
田
吟
風
氏
は
『
日
本
書
紀
』
の
吐
火
羅
人
は

文
字
通
り
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
よ
り
の
商
民
か
旅
行
者
と
み
て
差
し
支
え
な
い
と

論
じ
て
い
る（

5
）。

Ⓑ
南
西
諸
島
の
吐
噶
喇
列
島
説

　

谷
川
士
清
『
和
訓
栞
』
は
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
吐
火
羅
を
薩
摩
の
洋
上

に
あ
る
島
に
あ
て（

6
）、『

薩
隅
日
地
理
纂
考
』
は
吐
火
羅
は
七
島
中
の
宝
島
で
あ

る
と
す
る
一
説
を
紹
介
し
て
い
る（

7
）。『

鹿
児
島
県
史
』
も
宝
七
島
説
に
従
っ
て

い
る（

8
）。

藤
田
元
春
氏
は
吐
火
羅
は
疑
い
も
な
く
今
の
吐
噶
喇
で
あ
る
と
述
べ
る

（
9
）。

丸
山
二
郎
氏
は
申
叔
舟
の
『
海
東
諸
国
紀
』
の
地
図
を
み
る
と
、
九
州
と

琉
球
と
の
間
に
「
渡
賀
羅
」
と
い
う
島
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
渡
賀
羅
島
（
宝
島
）

を
吐
火
羅
に
擬
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う（

10
）。

　

し
か
し
、
井
上
光
貞
氏
が
批
判
す
る
よ
う
に（

11
）、

吐
火
羅
に
あ
て
ら
れ
る
宝
島

は
奄
美
大
島
の
北
二
〇
㎞
ほ
ど
の
場
所
に
位
置
す
る
の
で
、
宝
島
の
住
人
が
奄

美
大
島
に
漂
着
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
故
郷
の
宝
島
に
自
分
で
帰
る
の
は

容
易
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
が
は
る
ば
る
筑
紫
さ
ら
に
大
和
に
送
り
届

け
ら
れ
、
七
年
後
に
わ
ざ
わ
ざ
朝
廷
の
送
使
に
送
ら
れ
て
帰
還
す
る
と
い
う
の

は
い
か
に
も
奇
怪
な
の
で
あ
る
。
吐
噶
喇
列
島
説
に
は
成
り
立
ち
が
た
い
矛
盾

が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

Ⓒ
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
説

　

三
宅
米
吉
氏
は
吐
火
羅
は
タ
ガ
ロ
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
群
島

の
ル
ソ
ン
島
に
あ
る
タ
ガ
ロ
人
に
擬
定
し
た（

12
）。

吉
田
東
伍
氏
も
吐
火
羅
を
ル
ソ

ン
島
に
あ
て
て
い
る（

13
）。

し
か
し
、
吐
火
羅
＝
タ
ガ
ロ
だ
け
が
理
由
と
い
う
の
で

は
、
根
拠
薄
弱
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

Ⓓ
ビ
ル
マ
の
驃
国
説

　

竹
内
理
三
氏
は
、
西
域
の
吐
火
羅
人
は
海
す
ら
知
ら
な
い
よ
う
な
人
種
で
あ

る
か
ら
、
マ
レ
ー
半
島
を
め
ぐ
る
ほ
ど
の
大
航
海
を
企
て
う
る
と
は
思
え
な
い

と
し
て
、『
新
唐
書
』
南
蛮
伝
に
み
え
る
驃
国
（
ビ
ル
マ
の
イ
ラ
ワ
ジ
河
下
流

地
域
）
を
吐
火
羅
に
あ
て
た（

14
）。

驃
国
は
「
自
ら
突
羅
朱
と
号
し
」、
す
ぐ
そ
の



飛
鳥
に
来
た
西
域
の
吐
火
羅
人

五

上
流
に
舎
衛
が
位
置
す
る
か
ら
、
舎
衛
人
を
同
伴
し
て
来
朝
し
た
吐
火
羅
人
の

条
件
に
合
う
と
い
う
。
し
か
し
、
舎
衛
と
の
地
理
的
な
近
さ
や
自
称
以
外
に
、

驃
国
を
吐
火
羅
に
あ
て
る
根
拠
は
な
く
、
自
称
の
「
突
羅
朱
」
に
し
て
も
吐
火

羅
の
音
と
似
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
驃
国
説
に
は
積
極
的
な
論
拠
が
あ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。

Ⓔ
タ
イ
の
堕
和
羅
国
（
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
）
説

　

井
上
光
貞
氏
は
、
吐
火
羅
を
タ
イ
の
メ
ナ
ム
河
下
流
地
域
の
堕
和
羅
（
ド
ヴ

ァ
ー
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
）
に
比
定
し
た（

15
）。

こ
の
堕
和
羅
国
説
は
『
日
本
書
紀
』
の
注

釈
書
や
日
本
史
辞
典
類
に
も
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
、
日
本
古
代
史
の
世
界
で
は

通
説
化
し
て
い
る（

16
）。

吐
火
羅
＝
堕
和
羅
説
の
根
拠
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

㋐
吐
火
羅
は
文
字
通
り
解
す
れ
ば
、
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
の
ボ
ハ
ラ
の
あ
た

り
、
ア
ム
川
の
河
流
地
帯
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
に
遠
い
と
こ
ろ
の
人
々

が
は
た
し
て
日
本
に
や
っ
て
来
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

㋑
ド
ヴ
ァ
ー
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
に
は
堕
和
羅
・
独
和
羅
・
堕
羅
鉢
底
な
ど
濁
音
で

は
じ
ま
る
表
記
と
杜
和
羅
・
吐
和
羅
鉢
底
な
ど
清
音
で
は
じ
ま
る
表
記

の
両
方
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
堕
羅
と
も
吐
火
羅
と
も
表
記
す
る
『
日
本

書
紀
』
の
ト
カ
ラ
と
一
致
す
る
。
一
方
、
西
域
の
吐
火
羅
・
覩
貨
邏
の

頭
音
は
い
ず
れ
も
清
音
で
あ
っ
て
、
濁
音
の
も
の
は
な
い
。

㋒
『
旧
唐
書
』
南
蛮
伝
、
堕
和
羅
条
に
は
、
貞
観
一
二
年
（
六
三
八
）
に
そ

の
王
が
遣
使
し
て
方
物
を
貢
じ
、
同
二
三
年
（
六
四
九
）
に
も
ま
た
遣

使
し
て
、
象
牙
・
火
珠
を
献
じ
た
と
あ
る
が
、
両
度
の
遣
使
年
次
は
『
日

本
書
紀
』
に
み
え
る
吐
火
羅
人
の
漂
着
年
次
と
は
な
は
だ
接
近
し
て
い

る
。
堕
和
羅
国
か
ら
唐
へ
の
第
三
次
の
遣
使
を
想
定
す
れ
ば
、
そ
の
一

行
が
海
上
で
暴
風
に
お
そ
わ
れ
、
日
本
に
漂
着
し
た
も
の
と
み
て
矛
盾

は
な
い
。

　

井
上
氏
の
論
拠
の
う
ち
、
㋐
は
主
観
的
な
判
断
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
内
田

吟
風
氏
は
当
時
の
吐
火
羅
・
唐
間
の
交
通
状
況
を
考
え
れ
ば
、
西
域
か
ら
来
唐

し
た
吐
火
羅
人
の
漂
着
も
あ
り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る（

17
）。

㋑
に

つ
い
て
は
伊
藤
義
教
氏
の
批
判
が
あ
る（

18
）。

す
な
わ
ち
、
井
上
氏
が
依
拠
し
た
山

本
達
郎
氏
の
研
究（

19
）に

よ
る
と
、
杜
和
羅
・
杜
和
羅
鉢
底
の
「
杜
」
は
「
ド
」
で

あ
り
、
吐
和
鉢
底
の
「
吐
」
は
「
杜
」
の
誤
り
で
あ
る
か
ら
、
杜
和
羅
の
頭
音

は
す
べ
て
濁
音
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
清
濁
混
在
説
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ

る
と
い
う
。

　

㋒
に
つ
い
て
は
、
井
上
氏
が
史
料
に
み
え
な
い
堕
和
羅
か
ら
唐
へ
の
第
三
次

遣
使
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
〇
、
朝

貢
三
な
ど
に
よ
れ
ば
、
堕
和
羅
（
独
和
羅
）
国
か
ら
の
入
唐
使
は
、
六
四
〇
年

前
後
か
ら
六
六
〇
年
代
ま
で
に
限
れ
ば
、
六
三
八
年
・
六
四
九
年
・
六
六
二
年

の
三
度
来
朝
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
域
の
吐
火
羅
国
か
ら
唐
へ
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
六
三
九
年
・
六
四
五
年
・
六
四
七
年
・
六
四
八
年
・
六
五

〇
年
・
六
五
四
年
・
六
五
七
年
・
六
六
〇
年
の
八
度
に
わ
た
っ
て
使
者
が
派
遣

さ
れ
て
い
る
。
使
節
の
派
遣
に
と
も
な
い
、
商
人
の
往
来
も
活
発
化
し
た
と
す

る
と
、
六
五
〇
年
代
に
日
本
に
漂
着
し
た
吐
火
羅
人
は
、
そ
の
年
代
に
中
国
へ

来
朝
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
堕
和
羅
国
の
人
と
み
る
よ
り
は
、
西
域
の
吐



六

火
羅
国
の
人
と
み
る
方
が
穏
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
冊
府
元
亀
』
が
吐
火
羅
国
と
堕
和
羅
国
と
を
区
別
し
て
い
る
よ
う
に
、
中

国
文
献
で
は
吐
火
羅
国
と
堕
和
羅
国
と
は
ま
っ
た
く
別
の
国
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
た
。『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
〇
は
葱
嶺
西
方
の
覩
貨
邏
国
（
吐
火
羅
国
）

と
は
別
に
、
イ
ン
ド
東
方
諸
国
の
一
つ
と
し
て
「
堕
羅
鉢
底
国
」
を
挙
げ
て
い

る
。
六
七
一
年
に
中
国
の
広
州
を
出
航
し
、
六
九
五
年
に
洛
陽
に
帰
り
着
い
た

義
浄
が
著
し
た
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
で
は
、
天
竺
の
那
爛
陀
（
ナ
ー
ラ
ン
ダ
）

の
東
方
に
あ
る
国
々
の
一
つ
と
し
て
「
杜
和
鉢
底
国
」
が
挙
げ
ら
れ
、
南
海
諸

国
の
薬
物
に
関
連
し
て
「
杜
和
羅
」
に
言
及
す
る
一
方
、「
然
北
方
諸
胡
、
覩

貨
羅
及
速
利
国
等
」
と
し
て
、
覩
貨
羅
と
速
利
国
（
ソ
グ
ド
）
が
北
方
諸
胡
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
覩
貨
羅
が
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
南
方
の
ト

ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
を
さ
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
Ⓔ
の
吐
火
羅
＝
堕
和
羅

説
は
通
説
の
位
置
を
占
め
る
が
、
中
国
史
料
を
も
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
そ
の
説

得
力
は
意
外
に
乏
し
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⓕ
西
域
の
波
斯
人
（
ペ
ル
シ
ア
人
）
説

　

ペ
ル
シ
ア
人
説
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
松
本
清
張
氏
で
あ
る
。
松
本

氏
は
、
ト
カ
ラ
は
西
域
の
吐
火
羅
の
こ
と
で
、
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
あ

る
と
し
な
が
ら
、
こ
こ
は
ペ
ル
シ
ア
と
中
国
を
結
ぶ
ル
ー
ト
に
あ
た
り
、
ペ
ル

シ
ア
人
が
居
住
し
、
ま
た
彼
ら
が
こ
こ
か
ら
中
国
に
移
っ
た
と
述
べ
、
乾
豆
波

斯
達
阿
の
波
斯
は
ペ
ル
シ
ア
人
を
さ
す
か
ら
、
ペ
ル
シ
ア
系
の
人
間
が
斉
明
朝

に
渡
来
し
た
と
み
た（

20
）。

こ
の
松
本
説
を
う
け
て
吐
火
羅
＝
ペ
ル
シ
ア
人
説
が
輩

出
す
る
こ
と
に
な
る
。
石
原
力
氏
は
、
ト
カ
ラ
国
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
か

ら
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
に
近
い
地
域
と
し
、
こ
こ
は
サ
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
の
版

図
で
あ
っ
た
か
ら
、
イ
ン
ド
洋
廻
り
の
中
国
航
路
に
よ
り
、
斉
明
朝
に
ペ
ル
シ

ア
人
が
漂
着
し
た
と
い
う（

21
）。

井
本
英
一
氏
は
、
覩
貨
邏
を
中
央
ア
ジ
ア
の
ト
カ

ラ
国
と
し
、
乾
豆
波
斯
達
阿
の
波
斯
達
阿
は
ペ
ル
シ
ア
人
ダ
ー
ラ
ー
を
意
味
す

る
の
で
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ペ
ル
シ
ア
人
ダ
ー
ラ
ー
が
斉
明
朝
に
渡
来
し
た
と
考

え
て
い
る（

22
）。

伊
藤
義
教
氏
は
、
ト
カ
ー
レ
ス
タ
ー
ン
の
ペ
ル
シ
ア
人
ダ
ー
ラ
イ

が
、
サ
サ
ー
ン
朝
の
回
復
策
を
探
る
目
的
で
長
江
下
流
域
か
ら
出
航
し
た
が
、

大
風
に
遭
っ
て
日
本
に
漂
着
し
た
と
説
く（

23
）。

　

以
上
四
氏
の
説
は
、
吐
火
羅
を
中
央
ア
ジ
ア
の
ト
カ
ー
レ
ス
タ
ー
ン
地
域
と

考
え
る
点
で
、
上
記
Ⓐ
の
西
域
の
吐
火
羅
説
と
共
通
す
る
が
、
斉
明
朝
の
日
本

に
漂
着
し
た
吐
火
羅
人
を
ペ
ル
シ
ア
人
と
み
る
点
で
、
西
域
説
と
は
一
線
を
画

す
る
。
ペ
ル
シ
ア
人
と
み
る
根
拠
は
、
吐
火
羅
が
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
の
版
図

で
あ
っ
た
と
か
、
乾
豆
波
斯
達
阿
の
人
名
中
に
ペ
ル
シ
ア
人
を
意
味
す
る
「
波

斯
」
を
含
む
と
か
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
七
世
紀
中
葉
の
吐
火
羅
が
サ
サ
ン
朝

ペ
ル
シ
ア
の
版
図
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
正
確
な
認
識
で

は
な
い
。
ま
た
、
乾
豆
波
斯
達
阿
と
い
う
名
前
に
し
て
も
、「
波
斯
」
は
ペ
ル

シ
ア
を
意
味
す
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
仏
典
に
波
斯
匿
王
や
優
波
斯
那
と
い

う
人
名
が
み
え
る
よ
う
に（

24
）、

波
斯
は
字
音
を
表
す
文
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
人
説
に
は
賛
同
者
も
多
い
が（

25
）、『

魏
書
』
以

降
の
中
国
正
史
を
は
じ
め
と
し
て
、
玄
奘
の
『
大
唐
西
域
記
』
や
慧
超
の
『
往

五
天
竺
国
伝
』
な
ど
は
い
ず
れ
も
、
吐
火
羅
（
覩
貨
邏
）
と
波
斯
を
明
確
に
区



飛
鳥
に
来
た
西
域
の
吐
火
羅
人

七

別
し
て
い
る
の
で
、
ト
カ
ラ
人
を
ペ
ル
シ
ア
人
と
同
一
視
す
る
の
は
妥
当
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

Ⓖ
ス
マ
ト
ラ
・
ジ
ャ
ヴ
ァ
説

　

榎
一
雄
氏
は
、
ス
マ
ト
ラ
・
ジ
ャ
ヴ
ァ
に
は
七
世
紀
末
か
ら
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ

ジ
ャ
ヤ
王
国
が
繁
栄
し
、
両
海
域
を
結
ぶ
商
業
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
『
地
理
』
に
み
え
る
タ
コ
ラ
と
ジ
ャ
ヴ
ァ
を
吐
火
羅
と

舎
衛
に
あ
て
た（

26
）。

短
文
の
た
め
意
を
尽
く
し
て
い
な
い
が
、
説
得
力
に
乏
し
い

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
（
室
利
仏
逝
）
国
は
義
浄
が

滞
在
し
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
義
浄
は
『
南
海
寄
帰

内
法
伝
』
に
お
い
て
シ
ュ
リ
ー
ヴ
ィ
ジ
ャ
ヤ
国
と
は
異
な
る
、
北
方
の
胡
国
を

覩
貨
羅
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
も
反
証
と
な
ろ
う
。

　

以
上
、
吐
火
羅
国
に
関
す
る
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
き
た
。
日
本
の
古
代
史

学
界
で
は
井
上
光
貞
氏
の
堕
和
羅
国
説
が
通
説
化
し
て
お
り
、
ペ
ル
シ
ア
史
研

究
者
を
中
心
に
ペ
ル
シ
ア
人
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
根
拠

に
乏
し
く
、
再
検
討
の
必
要
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
う
。『
日
本
書

紀
』
に
み
え
る
吐
火
羅
人
に
つ
い
て
は
、
西
域
の
よ
う
な
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
日

本
ま
で
や
っ
て
来
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
主
観
的
な
判
断
は
ひ
と

ま
ず
お
い
て
、
日
本
文
献
以
外
の
中
国
文
献
な
ど
で
は
、
吐
火
羅
が
ど
の
よ
う

に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
七
世
紀
中
葉
の

ア
ジ
ア
情
勢
を
検
討
し
た
上
で
、
西
域
の
吐
火
羅
と
唐
と
の
関
係
が
急
接
近
し

た
時
期
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
を
見
極
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

以
下
、
中
国
史
料
を
中
心
に
、
西
域
の
吐
火
羅
に
関
す
る
史
料
を
順
次
見
て
ゆ

く
こ
と
に
し
た
い
。

三　

吐
火
羅
の
位
置
と
境
域

　

吐
火
羅
と
は
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
ム
川
（
オ
ク
ソ
ス
川
）
中
上
流
域
地
方
を
さ

す
。
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
・
東
北
部
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
南
部
、
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
南
部
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
東
南
部
な
ど
を
含
み
込
ん
だ
地
域
に

あ
た
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
仏
典
な
ど
で
は
ト
カ
リ
・
ト
カ
ラ
、
中
国
仏
典
・

正
史
な
ど
で
は
吐
火
羅
・
覩
貨
羅
・
覩
貨
邏
、
ペ
ル
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
史
料
な

ど
で
は
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
地
域
に
は
紀
元
前
に
ギ
リ
シ

ア
人
の
植
民
都
市
と
し
て
バ
ク
ト
リ
ア
王
国
が
建
設
さ
れ
た
。
バ
ク
ト
リ
ア
は

漢
文
史
料
に
み
え
る
大
夏
で
あ
る
。『
史
記
』
大
宛
伝
な
ど
に
よ
る
と
、
匈
奴

に
追
わ
れ
た
大
月
氏
が
西
方
へ
移
動
し
、
大
夏
を
臣
属
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
の

後
、
大
夏
の
五
翕
侯
の
う
ち
の
貴
霜
が
優
勢
と
な
り
、
貴
霜
王
と
号
し
て
周
辺

諸
国
を
併
合
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ク
シ
ャ
ン
朝
で
あ
り
、
こ
の
時
代
に
ガ
ン
ダ
ー

ラ
を
中
心
に
仏
教
文
化
が
花
開
い
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る（

27
）。

　

五
世
紀
に
ク
シ
ャ
ン
朝
の
勢
力
が
衰
え
る
と
、
エ
フ
タ
ル
（
嚈
噠
）
が
こ
の

地
域
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
。
さ
ら
に
五
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
エ
フ
タ
ル
に
代

わ
っ
て
突
厥
が
中
央
ア
ジ
ア
に
侵
入
し
、
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
の
支
配
者
と

な
っ
た
。
玄
奘
が
こ
の
地
域
を
訪
れ
た
と
き
、
吐
火
羅
諸
国
が
西
突
厥
に
臣
属

し
て
い
た
こ
と
は
後
述
す
る
通
り
で
あ
る
。
遊
牧
民
と
定
住
民
の
生
活
域
が
交

差
す
る
中
央
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
定
住
民
で
あ
る
各
城
邑
の
支
配
者
が
遊
牧



八

民
の
支
配
者
に
役
属
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た（

28
）。

ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー

ン
全
体
を
政
治
的
に
統
合
す
る
定
住
勢
力
は
存
在
せ
ず
、
大
月
氏
・
ク
シ
ャ

ン
・
エ
フ
タ
ル
・
突
厥
な
ど
の
遊
牧
民
が
、
順
次
こ
の
地
域
に
進
出
し
て
は
、

各
城
邑
を
配
下
に
収
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

29
）。

　

ト
カ
ラ
国
の
名
は
四
世
紀
末
頃
か
ら
仏
典
に
姿
を
み
せ
は
じ
め
る
。
道
安

（
三
一
二
～
三
八
五
）
の
『
増
一
阿
含
経
』
序
に
は
「
有
外
国
沙
門
曇
摩
難
提
者
、

兜
佉
勒
国
人
也
」
と
あ
り
、
こ
の
人
物
が
前
秦
の
建
元
二
〇
年
（
三
八
四
）
に

長
安
に
来
て
、
訳
経
に
従
事
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
、
三
八
三
年
に
僧
迦

跋
澄
が
漢
訳
し
た
『
鞞
婆
沙
論
』
巻
九
に
「
兜
佉
勒
人
」「
兜
佉
勒
語
」
と
み
え
、

五
世
紀
初
頭
に
羅
什
が
訳
し
た『
大
智
度
論
』巻
二
五
に「
兜
呿
羅
小
月
氏

・
修
利
・

安
息
・
大
秦
国
等
」
と
あ
る
。
こ
の
頃
の
ト
カ
ラ
に
は
仏
教
信
仰
の
高
ま
り
が

あ
り
、
訳
経
僧
を
出
す
な
ど
し
て
、
そ
の
存
在
が
中
国
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
兜
呿
羅
小
月

氏

」
と
あ
る
の
は
、
ト
カ
ラ

と
月
氏
と
の
関
わ
り
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
次
に
掲
げ
ら
れ
た
「
修
利
」
は
ソ

グ
ド
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

　

中
国
の
正
史
に
お
い
て
は
じ
め
て
ト
カ
ラ
の
名
が
み
え
る
の
は
『
魏
書
』
で

あ
る
。『
魏
書
』
西
域
伝
（『
北
史
』
西
域
伝
）
に
は
、

吐
呼
羅
国
、
去
代
一
万
二
千
里
、
東
至
范
陽
国
、
西
至
悉
万
斤
国
、
中

間
相
去
二
千
里
、
南
至
連
山
、
不
知
名
、
北
至
波
斯
国
、
中
間
相
去
一

万
里
、
国
中
有
薄
提
城
、
周
帀
六
十
里
、
城
南
有
西
流
大
水
、
名
漢
楼

河
、
土
宜
五
穀
、
有
好
馬
、
駝
、
騾
、
其
王
曾
遣
使
朝
貢
、

と
あ
り
、
吐
呼
羅
国
の
境
域
が
、
東
は
范
陽
国
に
至
り
、
西
は
悉
万
斤
国
に
至

り
、
南
は
名
前
不
詳
の
連
山
に
至
り
、
北
は
波
斯
国
に
至
る
と
示
さ
れ
て
い

る
。
桑
山
正
進
氏
に
よ
る
と
、
東
限
の
范
陽
は
苑
湯
の
誤
写
で
、
苑
湯
は
抜
特

山
城
（
バ
ダ
フ
シ
ャ
ー
ン
）
な
る
苑
湯
州
を
さ
し
、
南
限
の
連
山
は
ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
ュ
山
を
さ
す
と
い
う
。
そ
し
て
北
限
と
西
限
と
は
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
の

で
、
誤
り
を
補
正
し
て
、
北
限
は
悉
万
斤
（
サ
マ
ル
カ
ン
ド
）、
西
限
は
波
斯

（
ペ
ル
シ
ア
）
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う（

30
）。

　

ま
た
、
そ
の
国
都
で
あ
る
薄
提
城
は
バ
ル
フ
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
っ
た

が
、
桑
山
氏
は
エ
フ
タ
ル
統
治
下
の
吐
火
羅
国
都
は
、『
周
書
』
嚈
噠
国
伝
に

み
え
る
エ
フ
タ
ル
の
抜
底
延
城
や
『
旧
唐
書
』
地
理
志
に
み
え
る
嚈
噠
部
落
の

所
治
た
る
活
路
城
と
同
地
で
、
ア
ム
川
か
ら
南
に
二
〇
〇
里
離
れ
た
バ
グ
ラ
ー

ン
に
比
定
で
き
る
と
す
る（

31
）。

な
お
、「
其
王
曾
遣
使
朝
貢
」
と
い
う
の
は
、『
魏

書
』
高
宗
紀
、
和
平
元
年
（
四
六
〇
）
一
二
月
条
に
「
吐
呼
羅
国
、
遣
使
朝
献
」

と
あ
る
の
に
対
応
す
る
。
当
時
の
吐
呼
羅
は
エ
フ
タ
ル
が
支
配
し
て
い
た
の

で
、
中
国
に
遣
使
し
た
の
も
エ
フ
タ
ル
人
の
統
治
者
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

次
に
『
隋
書
』
西
域
伝
に
よ
れ
ば
、
吐
火
羅
国
は
葱
嶺
（
パ
ミ
ー
ル
）
の
西

五
百
里
に
都
し
、
挹
怛
（
エ
フ
タ
ル
）
と
雑
居
し
、
都
城
は
方
二
里
の
規
模
を

も
つ
。
勝
兵
一
〇
万
人
を
擁
し
、
そ
の
俗
は
仏
を
奉
じ
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
大
業
中
に
遣
使
朝
貢
し
た
と
あ
る
が
、『
隋
書
』
煬
帝
紀
、
大
業
一
一
年

（
六
一
五
）
正
月
甲
午
朔
条
で
は
、
突
厥
以
下
の
二
六
国
が
遣
使
朝
貢
し
た
記

事
の
な
か
に
吐
火
羅
も
み
え
て
い
る
。『
隋
書
』
裴
矩
伝
に
は
、
煬
帝
が
東
都

を
造
営
す
る
と
、
西
域
諸
蕃
が
多
く
張
掖
に
い
た
り
、
中
国
と
交
易
し
た
た
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九

め
、
そ
の
事
務
を
担
当
し
た
裴
矩
は
、
来
朝
し
た
諸
商
胡
か
ら
諸
国
の
風
俗
や

地
理
を
聞
き
取
り
、『
西
域
図
記
』
三
巻
を
編
纂
し
て
奏
進
し
た
と
あ
る
。
こ

の
本
は
西
域
の
四
四
国
を
三
道
に
分
け
て
叙
述
し
た
が
、
吐
火
羅
は
そ
の
う
ち

の
南
道
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
隋
代
に
は
西
域
と
中
国
と
の
交
易
が
さ
か
ん
と

な
り
、
諸
商
胡
が
多
く
往
来
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

貞
観
元
年
（
六
二
七
）
に
唐
を
出
発
し（

32
）、

同
一
九
年
（
六
四
五
）
に
帰
国
し

た
玄
奘
は
、『
大
唐
西
域
記
』
に
覩
貨
邏
国
（
吐
火
羅
国
）
の
こ
と
を
詳
し
く

記
述
し
た
。
ま
ず
巻
一
で
は
、
窣
利
（
ソ
グ
ド
）
地
方
か
ら
鉄
門
（
デ
ル
ベ
ン

ト
の
西
方
）
ま
で
を
叙
述
し
た
の
ち
、
覩
貨
邏
国
の
全
体
像
を
述
べ
て
い
る
。

出
鉄
門
、
至
覩
貨
邏
国
、
旧
曰
吐
火
羅

国
、
訛
也
、 
其
地
南
北
千
余
里
、
東
西
三
千
余

里
、
東
阨
葱
嶺
、
西
接
波
刺
斯
、
南
大
雪
山
、
北
拠
鉄
門
、
縛
蒭
大
河
、

中
境
西
流
、
自
数
百
年
、
王
族
絶
嗣
、
酋
豪
力
競
、
各
擅
君
長
、
依
川

拠
険
、
分
為
二
十
七
国
、
画
野
区
分
、
總
役
属
突
厥
、（
中
略
）
而
諸
僧

徒
、
以
十
二
月
十
六
日
、
入
安
居
、
三
月
十
五
日
解
安
居
、
斯
乃
拠
其

多
雨
、
亦
是
設
教
随
時
也
、

　

覩
貨
邏
（
吐
火
羅
）
の
地
は
南
北
千
余
里
、
東
西
三
千
余
里
あ
り
、
東
は
葱

嶺
（
パ
ミ
ー
ル
）、
西
は
波
刺
斯
（
ペ
ル
シ
ア
）、
南
は
大
雪
山
（
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

ク
シ
ュ
山
）、
北
は
鉄
門
で
そ
れ
ぞ
れ
画
さ
れ
る
。
縛
蒭
大
河
（
ア
ム
川
）
が

国
中
を
西
へ
流
れ
て
い
る
。
こ
こ
数
百
年
来
、
王
族
は
絶
え
、
酋
豪
が
競
合
し

て
い
る
。
二
七
国
に
分
か
れ
、
総
じ
て
突
厥
に
役
属
し
て
い
る
。
僧
徒
た
ち
は

一
二
月
一
六
日
か
ら
安
居
に
入
り
、
三
月
一
五
日
に
安
居
を
解
く
。

　
『
大
唐
西
域
記
』
巻
一
は
こ
の
あ
と
、
呾
蜜
国
か
ら
掲
職
国
ま
で
の
一
六
国

を
あ
げ
た
の
ち
、
覩
貨
邏
国
の
境
を
出
て
梵
衍
那
国
（
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン
）
に
至

る
と
す
る
。
次
に
巻
一
二
で
は
、
安
呾
羅
縛
国
か
ら
達
磨
悉
鉄
帝
国
ま
で
の
一

三
国
を
あ
げ
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
「
覩
貨
邏
国
故
地
」
で
あ
る
と
注
記
し
て

い
る
。
こ
の
一
三
国
は
玄
奘
が
帰
路
に
通
過
し
た
覩
貨
邏
諸
国
で
あ
ろ
う
。
巻

一
の
一
六
国
と
巻
一
二
の
一
三
国
を
合
わ
せ
る
と
二
九
国
と
な
り
、
巻
一
に

「
分
為
二
十
七
国
」
と
あ
る
の
と
合
わ
な
い
が
、
桑
山
正
進
氏
に
よ
る
と
、
巻

一
に
み
え
る
一
六
国
中
の
鋭
秣
陀
・
胡
寔
健
・
呾
剌
健
の
三
国
は
縛
喝
国
西
南

の
遠
国
で
あ
り
、
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
か
ら
は
除
外
す
べ
き
な
の
で
、
残
り
は

二
六
国
と
な
り
、
一
国
足
り
な
い
計
算
に
な
る（

33
）と

い
う
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、『
大
唐
西
域
記
』
所
載
の
覩
貨
邏
国
は
、
東
を
パ
ミ
ー

ル
、
北
を
鉄
門
、
西
を
ペ
ル
シ
ア
、
南
を
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
山
で
限
る
境
域
を

も
ち
、
要
す
る
に
パ
ミ
ー
ル
以
西
で
、
北
に
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
、
西
に
ペ
ル
シ

ア
、
南
に
バ
ー
ミ
ヤ
ン
を
控
え
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
『
魏

書
』
西
域
伝
に
み
え
る
吐
呼
羅
の
領
域
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
中
国
か
ら
み
た
伝
統

的
な
吐
火
羅
（
覩
貨
邏
）
の
範
囲
を
明
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
桑
山

正
進
氏
は
、
覩
貨
邏
国
の
北
境
は
ザ
ラ
ヴ
シ
ャ
ー
ン
山
脈
、
南
境
は
ヒ
ン
ズ
ー

ク
シ
ュ
山
脈
で
あ
る
と
し
、
現
在
の
バ
ル
フ
辺
り
が
覩
貨
邏
国
の
も
っ
と
も
西

の
地
方
に
あ
た
る
と
説
い
て
い
る（

34
）。

　

そ
れ
で
は
覩
貨
邏
国
の
首
都
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
隋
書
』

に
よ
る
と
、
吐
火
羅
国
の
都
城
は
方
二
里
の
規
模
を
も
ち
、
パ
ミ
ー
ル
の
西
五

百
里
に
位
置
し
た
と
い
う
が
、『
通
典
』
辺
防
九
に
は
、
吐
火
羅
の
都
は
「
葱

嶺
の
西
五
百
里
、
烏
滸
水
の
南
に
在
り
」
と
あ
る
。
桑
山
正
進
氏
に
よ
る
と
、



一
〇

玄
奘
は
『
大
唐
西
域
記
』
に
お
い
て
、
こ
の
都
城
の
こ
と
を
「
活
国
」
と
呼
ん

で
い
る
と
い
う（

35
）。『

大
唐
西
域
記
』
巻
一
二
に
み
え
る
活
国
の
記
述
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

活
国
、
覩
貨
邏
国
故
地
也
、
周
二
千
余
里
、
国
大
都
城
周
二
十
余
里
、

無
別
君
長
、
役
属
突
厥
、
上
〔
土
カ
〕

地
平
坦
、
穀
稼
時
播
、
草
木
栄
茂
、
花
果

具
繁
、（
中
略
）
多
信
三
宝
、
少
事
諸
神
、
伽
藍
十
余
所
、
僧
徒
数
百
人
、

大
小
二
乗
、
兼
功
綜
習
、
其
王
突
厥
也
、
管
鉄
門
已
南
諸
小
国
、
遷
徙

鳥
居
、
不
常
其
邑
、

　

活
国
の
大
都
城
は
周
囲
二
〇
余
里
あ
る
と
い
う
の
で
、
隋
代
の
都
城
よ
り
規

模
が
拡
大
し
て
い
る
。
突
厥
に
隷
属
し
、
そ
の
王
は
突
厥
で
あ
る
。
土
地
は
平

坦
、
気
候
は
順
調
で
、
穀
物
・
草
木
・
花
果
が
実
る
。
仏
教
信
者
が
多
く
、
一

〇
余
箇
所
の
伽
藍
が
あ
り
、
数
百
人
の
僧
徒
が
い
た
と
い
う
。
ト
ハ
ー
リ
ス

タ
ー
ン
の
中
心
地
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
な
オ
ア
シ
ス
国
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
こ
の
活
国
は
ア
ス
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ク
ン
ド
ゥ
ズ
に
あ
て
る
の
が
通

説
で
あ
る
が
、
桑
山
氏
は
さ
ら
に
場
所
を
限
定
し
て
、
ア
ム
川
南
岸
、
ク
ン

ド
ゥ
ズ
河
口
地
帯
の
カ
ラ
・
イ
ェ
・
ザ
ー
ル
に
あ
る
バ
ー
サ
ー
・
ヒ
サ
ー
ル
遺

跡
を
活
国
に
あ
て
、
こ
の
地
こ
そ
が
覩
貨
邏
の
都
城
跡
で
あ
る
と
し
て
い
る（

36
）。

四　

突
厥
・
唐
・
イ
ス
ラ
ム
と
吐
火
羅

　

七
世
紀
初
頭
の
内
陸
ア
ジ
ア
は
突
厥
帝
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
突
厥
は
五

八
三
年
以
来
、
東
突
厥
と
西
突
厥
に
分
裂
し
て
お
り
、
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
は

西
突
厥
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
東
突
厥
は
六
三
〇
年
に
瓦
解
し
、
唐
に
内
付
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
西
突
厥
は
六
一
七
年
頃
に
即
位
し
た
統
葉
護
可
汗
の
時
代

に
発
展
を
遂
げ
た
。『
旧
唐
書
』
突
厥
伝
下
に
は
、
北
は
鉄
勒
を
并
せ
、
西
は

波
斯
を
距
ぎ
、
南
は
罽
賓
に
接
し
、
こ
と
ご
と
く
帰
服
せ
し
め
、
騎
射
兵
は
数

十
万
に
し
て
、
西
域
を
覇
有
し
、
王
庭
を
石
国
（
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
）
の
北
の
千

泉
に
移
し
た
と
あ
る
。
西
域
諸
国
の
王
に
は
頡
利
発
を
授
け
、
吐
屯
一
人
を
遣

わ
し
て
監
視
し
、
そ
の
征
賦
を
督
さ
し
め
た（

37
）。

　

天
竺
へ
向
か
う
た
め
長
安
を
出
発
し
た
玄
奘
は
、
高
昌
国
王
麹
文
泰
の
紹
介

状
を
持
参
し
て
、
西
部
天
山
北
麓
の
素
葉
城
に
お
い
て
西
突
厥
の
統
葉
護
可
汗

に
謁
見
し
、
そ
の
援
助
に
よ
り
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
を
へ
て
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン

（
吐
火
羅
）
の
活
国
に
達
し
た
。『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
巻
一
に
よ
る

と
、
活
国
に
は
統
葉
護
可
汗
の
長
子
呾
度
設
が
い
て
、
統
治
を
行
っ
て
い
た

が
、
玄
奘
到
着
時
に
は
病
床
に
あ
っ
た
。
呾
度
設
は
梵
僧
の
誦
呪
で
回
復
す
る

が
、
前
妻
の
子
の
委
嘱
を
受
け
た
年
若
い
妃
に
毒
殺
さ
れ
、
前
妻
の
子
が
特
勤

を
簒
奪
し
、
新
し
い
設
と
な
っ
た
。
天
竺
か
ら
の
帰
途
に
活
国
に
入
っ
た
玄
奘

は
、「
葉
護
」
を
自
称
す
る
「
葉
護
可
汗
孫
王
」
に
ま
み
え
た
（
同
伝
巻
五
）。

こ
の
孫
王
こ
そ
呾
度
設
を
暗
殺
さ
せ
て
、
新
た
な
設
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

ま
た
、
西
突
厥
の
統
葉
護
可
汗
自
身
も
、
玄
奘
と
謁
見
し
た
直
後
の
六
二
八

年
八
月
前
後
に
、
伯
父
の
莫
賀
咄
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
西

突
厥
で
は
統
葉
護
可
汗
を
殺
し
て
即
位
し
た
莫
賀
咄
侯
屈
利
俟
毘
可
汗
に
つ
く

も
の
と
、
フ
ェ
ル
ガ
ー
ナ
に
逃
れ
て
い
た
統
葉
護
可
汗
の
息
子
咥
力
特
勤
を
乙

毘
鉢
羅
肆
葉
護
可
汗
と
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
に
分
裂
し
、
複
雑
な
抗
争
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
西
域
諸
国
や
鉄
勒
は
こ
と
ご
と
く
西
突
厥



飛
鳥
に
来
た
西
域
の
吐
火
羅
人

一
一

に
反
旗
を
翻
し
、
西
突
厥
国
内
も
お
お
い
に
虚
耗
し
た
と
、『
旧
唐
書
』
突
厥

伝
下
は
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
間
に
唐
は
西
域
に
進
出
し
、
六
四
〇
年
に
高
昌
国
を
滅
ぼ
し
て
、
そ
の

地
に
西
州
を
置
い
た
。
六
四
八
年
に
は
焉
耆
・
亀
茲
を
従
え
、
安
西
都
護
府
を

亀
茲
に
置
い
た
。
西
突
厥
の
葉
護
阿
史
那
賀
魯
は
唐
の
亀
茲
征
討
軍
の
誘
導
に

功
績
が
あ
っ
た
た
め
、
六
四
八
年
に
部
落
を
率
い
て
庭
州
に
内
属
し
、
唐
の
覇

権
を
認
め
た
。
し
か
し
、
唐
太
宗
が
死
去
し
た
後
の
六
五
一
年
、
そ
の
子
咥
運

と
と
も
に
部
衆
を
率
い
て
西
方
へ
逃
れ
、
西
域
諸
部
を
領
有
し
て
、
唐
に
反
旗

を
翻
す
と
、
西
域
諸
国
も
多
く
賀
魯
に
帰
属
し
た
た
め
、
唐
の
西
域
支
配
体
制

は
一
頓
挫
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
唐
は
、
前
後
三
回
に
わ
た
っ
て
征
討
軍
を
派
遣
し
、
六
年
後

に
西
突
厥
の
賀
魯
に
勝
利
し
た
。
六
五
七
年
に
派
遣
さ
れ
た
蘇
定
方
・
蕭
嗣
業

ら
は
賀
魯
を
追
い
つ
め
、
石
国
の
蘇
咄
城
で
こ
れ
を
捕
ら
え
、
長
安
へ
護
送
し

た
の
で
あ
る
。
阿
史
那
賀
魯
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
西
突
厥
の
西
域
支
配
は
終
焉

を
迎
え
、
唐
は
吐
火
羅
な
ど
の
西
域
諸
国
と
直
接
の
交
渉
を
も
つ
こ
と
と
な
っ

た
。
た
だ
し
、
こ
の
頃
に
は
吐
火
羅
の
近
傍
に
イ
ス
ラ
ム
勢
力
が
迫
っ
て
お

り
、
西
域
諸
国
は
大
き
な
試
練
に
直
面
し
て
い
た
。

　

七
世
紀
初
頭
に
勃
興
し
た
イ
ス
ラ
ム
勢
力
は
、
シ
リ
ア
・
イ
ラ
ク
を
席
巻
し
、

六
四
二
年
の
ニ
ハ
ー
ワ
ン
ド
の
戦
い
で
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
軍
を
撃
破
し
、
こ

こ
に
サ
サ
ン
朝
は
事
実
上
滅
亡
し
た
。
ペ
ル
シ
ア
皇
帝
ヤ
ズ
デ
ィ
ギ
ル
ド
三
世

は
東
方
へ
走
り
、
吐
火
羅
へ
逃
れ
る
途
中
、
メ
ル
ブ
付
近
で
暗
殺
さ
れ
た

（
38
）。

『
新
唐
書
』波
斯
伝
に
よ
る
と
、
そ
の
子
卑
路
斯（
ピ
ロ
ー
ズ
）は
吐
火
羅
に
入
っ

て
難
を
免
れ
、
唐
に
遣
使
し
て
救
援
を
要
請
し
た
。
高
宗
は
遠
き
を
も
っ
て
謝

絶
し
た
が
、
た
ま
た
ま
大
食
（
ア
ラ
ブ
）
が
囲
み
を
解
い
て
撤
退
し
た
と
い
う
。

ア
ラ
ビ
ア
側
の
史
料
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
軍
は
第
二
代
カ
リ
フ
の
ウ
マ
ル
在

世
中
（
六
四
四
年
以
前
）
に
ア
ム
川
南
岸
の
ト
カ
ラ
に
達
し
、
六
五
四
年
頃
に

は
ア
ム
川
を
越
え
て
、
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
マ
ー
イ
ム
ル
グ
（
米
国
）
に
侵
入

し
た（

39
）。

六
五
一
～
六
五
二
年
に
は
イ
ス
ラ
ム
軍
が
ム
ル
ガ
ブ
流
域
で
ト
ハ
ー
リ

ス
タ
ー
ン
軍
の
抵
抗
に
あ
い
撤
退
し
て
い
る（

40
）。

六
五
〇
年
前
後
に
は
イ
ス
ラ
ム

軍
が
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
と
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
に
迫
っ
た
た
め
、
吐
火
羅
国
は
防

備
体
制
を
固
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
史
料
に
み
え
る
吐
火
羅
国
と
唐
と
の
通
交
関
係
を
、
七
世
紀
に
限
っ
て

一
覧
表
に
す
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
吐
火
羅
国
か
ら

の
入
貢
は
貞
観
九
年
（
六
二
六
）・
貞
観
一
三
年
と
行
わ
れ
た
あ
と
、
貞
観
一

九
年
（
六
四
五
）
か
ら
は
連
年
の
よ
う
に
唐
へ
使
節
が
派
遣
さ
れ
た
。
吐
火
羅

国
の
使
節
は
多
く
の
場
合
、
康
国
・
安
国
・
石
国
な
ど
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
諸
国
の

使
節
や
滅
亡
し
た
波
斯
の
使
節
と
同
年
に
入
唐
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
諸
国
は
吐
火
羅
国
を
中
心
に
結
束
し
て
イ
ス
ラ
ム
勢
力
の
脅
威
を

訴
え
、
唐
に
助
力
を
要
請
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、『
冊
府
元
亀
』
巻
九
六
六
、
継
襲
一
に
は
、

吐
火
羅
国
、
唐
永
徽
三
年
、
列
其
地
為
月
氏
府
、
以
其
葉
護
阿
史
那
烏

湿
波
、
為
都
督
、

と
あ
り
、
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
に
は
、
吐
火
羅
国
に
月
氏
都
督
府
が
置
か
れ
、

吐
火
羅
葉
護
阿
史
那
烏
湿
波
が
都
督
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
先
述
し
た



一
二

表
1
　
吐
火
羅
国
と
唐
と
の
関
係
史
年
表

年　
　
　

月

記　
　
　
　
　
　
　

事

出　
　
　

典

太
宗　

貞
観　

九
（
六
二
六
）・
五

吐
火
羅
、
遣
使
来
朝
、
方
物
を
貢
ず

『
冊
府
』
朝
、『
唐
会
要
』
九
九

　
　
　

貞
観
一
三
（
六
三
九
）
是
歳

西
突
厥
・
吐
火
羅
・
康
国
・
安
国
・
波
斯
、
相
次
い
で
遣
使
朝
貢
す

『
旧
唐
書
』
太
宗
紀

　
　
　

貞
観
一
九
（
六
四
五
）・
正

吐
火
羅
葉
護
・
沙
鉢
羅
葉
護
・
康
国
、
遣
使
来
賀
し
、
各
方
物
を
貢
ず

『
冊
府
』
朝

　
　
　

貞
観
二
一
（
六
四
七
）
是
歳

石
・
波
斯
・
康
国
・
吐
火
羅
、
並
び
に
遣
使
朝
貢
す

『
旧
唐
書
』
太
宗
紀

　
　
　

貞
観
二
二
（
六
四
八
）・
正

吐
火
羅
・
康
国
・
波
斯
・
石
国
、
並
び
に
遣
使
朝
貢
す

『
冊
府
』
朝

高
宗　

永
徽　

元
（
六
五
〇
）・
五

吐
火
羅
、
遣
使
し
、
大
鳥
を
献
ず
、
こ
れ
を
駝
鳥
と
い
う

『
旧
唐
書
』高
宗
紀
、『
冊
府
』朝

　
　
　

永
徽　

三
（
六
五
二
）

吐
火
羅
国
を
月
氏
府
と
な
し
、
そ
の
葉
護
阿
史
那
烏
湿
波
を
都
督
と
な
す

『
冊
府
』
継

　
　
　

永
徽　

五
（
六
五
四
）・
四

罽
賓
・
固
曹
国
・
康
国
・
安
国
・
吐
火
羅
国
、
並
び
に
遣
使
朝
貢
す

『
冊
府
』
朝

　
　
　

顕
慶　

二
（
六
五
七
）・
正

吐
火
羅
国
、
師
子
を
献
ず

『
冊
府
』
朝

　
　
　

顕
慶　

三
（
六
五
八
）・
五

西
域
平
ら
ぐ
を
以
て
、、
康
国
及
び
吐
火
羅
等
の
国
に
遣
使
分
往
し
、
そ
の
風
俗
・
物
産
及

び
古
今
廃
置
を
訪
わ
し
む

『
唐
会
要
』
三
六

�

・
一
一

西
域
都
督
府
一
六
を
置
く

『
資
治
通
鑑
』

　
　
　

顕
慶　

四
（
六
五
九
）・
九

石
・
米
・
史
・
大
安
・
小
安
・
曹
な
ど
の
国
に
州
県
府
を
置
く

『
資
治
通
鑑
』

　
　
　

顕
慶　

五
（
六
六
〇
）

吐
火
羅
国
の
（
阿
史
那
）
烏
湿
波
、
子
伊
室
達
官
弩
を
遣
し
て
朝
貢
せ
し
む

『
唐
会
要
』九
九
、

『
太
平
寰
宇
記
』一
八
六

　
　
　

龍
朔　

元
（
六
六
一
）・
六

吐
火
羅
・
嚈
噠
・
罽
賓
・
波
斯
な
ど
一
六
国
に
都
督
府
八
を
置
く

『
資
治
通
鑑
』

　
　
　

咸
亨　

二
（
六
七
一
）・
五

吐
火
羅
・
波
斯
・
康
国
・
罽
賓
国
、
各
遣
使
来
朝
し
、
そ
の
方
物
を
貢
ず

『
冊
府
』
朝

　
　
　

永
隆　

二
（
六
八
一
）・
五

大
食
国
・
吐
火
羅
国
、
各
遣
使
、
馬
及
び
物
を
献
ず

『
冊
府
』
朝

�

・
一
二

吐
火
羅
、
金
衣
一
領
を
献
ず
。
上
受
け
ず

『
旧
唐
書
』
高
宗
紀

�〔
備
考
〕�

記
事
欄
の
国
名
は
論
述
に
必
要
な
も
の
を
適
宜
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
典
欄
の
『
冊
府
』
朝
は
『
冊
府
元
亀
』
巻
九
七
〇
、
朝
貢
三
を
、『
冊
府
』
継
は
同

書
巻
九
六
六
、
継
襲
一
を
さ
す
。



飛
鳥
に
来
た
西
域
の
吐
火
羅
人

一
三

六
五
〇
年
前
後
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
軍
の
侵
略
に
苦
し

む
吐
火
羅
葉
護
が
、
唐
か
ら
軍
事
援
助
を
引
き
出
す
た
め
に
、
唐
へ
の
接
近
策

を
と
り
、
唐
の
羈
糜
支
配
下
に
入
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

唐
が
西
突
厥
を
従
え
て
西
進
す
る
一
方
、
イ
ス
ラ
ム
軍
が
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ

ア
を
滅
ぼ
し
て
東
進
し
て
く
る
状
況
の
な
か
で
、
両
者
の
間
に
は
か
な
り
広
い

緩
衝
地
帯
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
吐
火
羅
で
あ
る（

41
）。

吐
火
羅
を
支
配
す
る

吐
火
羅
葉
護
は
イ
ス
ラ
ム
軍
に
対
し
て
頑
強
に
抵
抗
し
、
容
易
に
屈
服
し
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
前
嶋
信
次
氏
は
、
吐
火
羅
国
お
よ
び
吐
火
羅
葉

護
が
熱
心
な
仏
教
信
者
で
あ
っ
た
た
め
と
み
て
い
る（

42
）。

従
う
べ
き
見
解
で
あ
ろ

う
。
八
世
紀
前
半
、
す
で
に
イ
ス
ラ
ム
軍
に
征
服
さ
れ
た
吐
火
羅
国
を
通
過
し

た
慧
超
は
、
そ
の
時
代
に
お
い
て
も
、

国
王
・
首
領
及
百
姓
等
、
甚
敬
三
宝
、
足
寺
足
僧
、
行
小
乗
法
、

と
伝
え
て
い
る
（『
往
五
天
竺
国
伝
』）。
仏
教
は
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
で
は
八

世
紀
前
半
ま
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
宗
教
的
な
理
由
も

あ
っ
て
、
吐
火
羅
葉
護
は
仏
教
を
保
護
す
る
唐
に
心
を
寄
せ
、
そ
の
軍
事
的
援

助
を
期
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
〇
〇
、
唐
紀
に
は
、
㊀
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）、
㊁
同
四

年
（
六
五
九
）、
㊂
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）
の
三
度
に
わ
た
っ
て
、
西
域
に
州

県
を
設
置
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

㊀
顕
慶
三
年
（
六
五
八
）
一
一
月
条

阿
史
那
賀
魯
既
被
擒
、（
中
略
）
其
所
役
属
諸
国
皆
置
州
府
、
西
尽
波
斯
、

並
隷
安
西
都
護
府
、
四
鎮
都
督
府
、
州
三
十
四
、
西
域
都
督
府
十
六
、
州
七
十
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㊁
顕
慶
四
年
（
六
五
九
）
九
月
条

詔
、
以
、
石
・
米
・
史
・
大
安
・
小
安
・
曹
・
抜
汗
那
・
悒
怛
・
疏
勒
・

朱
駒
半
等
国
、
置
州
県
府
百
二
十
七
、

㊂
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）
六
月
癸
未
条

以
吐
火
羅
・
嚈
噠
・
罽
賓
・
波
斯
等
十
六
国
、
置
都
督
府
八
、
州
七
十
六
、

県
一
百
十
一
、
軍
府
一
百
二
十
六
、
並
隷
安
西
都
護
府
、

　

㊀
で
は
、
六
五
八
年
に
西
突
厥
に
役
属
し
て
い
た
西
域
諸
国
を
、
西
域
都
督

府
に
属
す
る
一
六
国
に
分
け
、
州
七
二
を
置
き
、
い
ず
れ
も
安
西
都
護
府
に
隷

属
さ
せ
た
。
㊁
で
は
、
六
五
九
年
に
西
域
の
石
・
米
・
史
・
大
安
・
小
安
な
ど

の
諸
国
に
一
二
七
の
州
県
府
を
置
い
た
。
㊂
で
は
、
六
六
一
年
に
吐
火
羅
・
嚈

噠
・
罽
賓
・
波
斯
な
ど
の
十
六
国
を
八
つ
の
都
督
府
に
分
け
、
七
六
州
・
一
一

一
県
・
一
二
六
軍
府
を
設
置
し
て
、
い
ず
れ
も
安
西
都
護
府
に
管
隷
さ
せ
た
。

　

西
域
に
お
け
る
唐
の
州
県
設
置
が
三
度
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
る
の
は
、
こ
の

間
の
顕
慶
四
年
（
六
五
九
）
末
に
思
結
闕
俟
斤
都
蔓
の
反
乱
が
起
こ
り
、
唐
の

西
域
経
営
に
障
害
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る（

43
）。

し
か
し
、
こ
の
時
期
に

は
イ
ス
ラ
ム
軍
が
西
域
に
深
く
侵
入
し
て
い
た
の
で
、
イ
ス
ラ
ム
軍
と
の
一
進

一
退
の
攻
防
を
反
映
し
て
、
州
県
設
置
が
何
度
も
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ

ろ
う
。
顕
慶
三
年
に
は
西
域
平
定
を
う
け
て
、
使
者
が
康
国
・
吐
火
羅
国
な
ど

に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
風
俗
・
物
産
な
ど
が
『
西
域
図
志
』
六
〇
巻
に
ま
と
め
ら

れ
た（

44
）（『

唐
会
要
』
巻
三
六
、『
新
唐
書
』
芸
文
志
二
）。

　
『
旧
唐
書
』
地
理
志
三
、
西
域
十
六
都
督
州
府
条
に
は
、

龍
朔
元
年
、
西
域
諸
国
、
遣
使
来
内
属
、
乃
分
置
十
六
都
督
府
、
州
八



一
四

十
、
県
一
百
十
一
、
軍
府
一
百
二
十
六
、
皆
隷
安
西
都
護
府
、
仍
於
吐

火
羅
国
、
立
碑
以
紀
之
、

と
あ
り
、
龍
朔
元
年
（
六
六
一
）
に
西
域
諸
国
に
一
六
都
督
府
を
置
き
、
こ
れ

を
紀
念
し
て
吐
火
羅
国
に
碑
を
立
て
た
と
い
う
。『
旧
唐
書
』
地
理
志
三
に
は
、

つ
づ
い
て
一
六
都
督
府
の
名
称
な
ど
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
が
吐

火
羅
国
に
置
か
れ
た
月
氏
都
督
府
で
あ
る
。

月
氏
都
督
府　

於
吐
火
羅
国
所
治
遏
換
城
置
、
以
其
王
葉
護
領
之
、
於

其
部
内
分
置
二
十
四
州
、
都
督
統
之
、

　

月
氏
都
督
府
は
吐
火
羅
国
治
の
遏
換
城
（
ク
ン
ド
ゥ
ズ
付
近
）
に
置
か
れ
、

都
督
と
な
っ
た
吐
火
羅
葉
護
が
こ
れ
を
領
し
た
と
い
う
が
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
同
様
の
体
制
は
す
で
に
永
徽
三
年
（
六
五
二
）
に
成
立
し
て
い
た
。

　
『
新
唐
書
』
地
理
志
七
下
、
西
域
府
条
で
も
、
龍
朔
元
年
に
王
名
遠
を
吐
火

羅
道
置
州
県
使
と
な
し
、
于
闐
か
ら
波
斯
ま
で
の
西
域
一
六
国
に
都
督
府
を
置

い
た
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
い
わ
ば
机
上
の
編
成
で
、
実
際
に
は
各

地
の
王
に
一
片
の
文
書
を
与
え
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た（

45
）。

六
五
六
～
六
六
一

年
の
間
、
イ
ス
ラ
ム
国
家
は
第
一
次
内
乱
期
に
あ
た
り
、
各
地
で
ア
ラ
ブ
支
配

に
対
す
る
反
乱
が
起
こ
っ
て
い
た（

46
）。

西
域
に
唐
の
羈
糜
支
配
が
及
ん
だ
の
は
、

こ
う
し
た
イ
ス
ラ
ム
国
家
の
間
隙
を
縫
っ
た
も
の
で
、
一
時
的
な
も
の
に
す
ぎ

な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

唐
が
王
名
遠
を
吐
火
羅
道
置
州
県
使
と
し
て
西
域
に
派
遣
し
、
吐
火
羅
国
に

と
く
に
紀
念
碑
を
立
て
た
こ
と
は
、
唐
の
葱
嶺
以
西
の
西
域
支
配
が
吐
火
羅
国

を
拠
点
に
行
わ
れ
、
吐
火
羅
国
の
み
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
よ
う
。
逆
に
い
え
ば
、
吐
火
羅
葉
護
の
強
い
要
請
を
受
け
て
、
唐
は
王
名
遠

を
吐
火
羅
へ
派
遣
し
た
の
で
あ
り
、
唐
の
影
響
力
は
葱
嶺
以
西
で
は
吐
火
羅
国

に
の
み
及
ん
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
国
史
料
で
は
六
六
一
年
に
唐
が
西

域
に
広
範
な
支
配
を
樹
立
し
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
イ
ス
ラ
ム

軍
の
動
き
を
も
勘
案
す
る
と
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ム

軍
と
吐
火
羅
国
と
の
長
い
戦
い
の
な
か
に
あ
っ
て
、
一
時
的
に
唐
の
軍
事
的
援

助
が
功
を
奏
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

月
氏
都
督
府
管
下
の
州
は
『
旧
唐
書
』
に
二
四
、『
新
唐
書
』
に
二
五
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
『
大
唐
西
域
記
』
に
み
え
た
覩
貨
邏
国
の
二
七
国
（
二
六
国
）

と
近
い
数
字
で
あ
る
。
玄
奘
が
訪
れ
た
覩
貨
邏
国
の
範
囲
が
そ
の
ま
ま
月
氏
都

督
府
と
さ
れ
、
西
突
厥
の
王
族
で
あ
る
阿
史
那
氏
が
吐
火
羅
葉
護
と
し
て
従
来

通
り
統
治
し
た
の
で
あ
っ
た
。
六
六
〇
年
代
初
頭
の
唐
の
西
域
支
配
は
広
範
か

つ
永
続
的
な
も
の
で
は
な
く
、
唐
の
援
助
を
受
け
て
吐
火
羅
国
の
西
域
支
配
が

一
時
的
に
回
復
し
は
す
る
も
の
の
、
や
が
て
イ
ス
ラ
ム
軍
の
再
攻
勢
の
前
に
葱

嶺
以
西
の
西
域
諸
国
は
次
々
に
下
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
転
変
す
る
吐
火
羅
国
の
歴
史
の
な
か
に
あ
っ
て
、
六
五
〇
年
代

は
唐
と
の
関
係
が
一
躍
強
ま
っ
た
時
代
で
あ
る
と
い
え
る
。
唐
へ
は
連
年
の
よ

う
に
使
節
が
派
遣
さ
れ
、
六
五
二
年
に
は
吐
火
羅
葉
護
が
月
氏
都
督
に
任
命
さ

れ
た
。
月
氏
都
督
の
体
制
は
少
な
く
と
も
六
六
一
年
ま
で
継
続
す
る
。
使
節
の

往
来
に
と
も
な
っ
て
、
吐
火
羅
の
商
人
ら
も
数
多
く
唐
へ
向
か
っ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
六
五
四
年
・
六
五
七
年
な
ど
に
日
本
へ
漂
着
し
た
の
は
、
唐
へ
向
か
っ

た
こ
う
し
た
胡
商
の
一
団
の
一
部
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



飛
鳥
に
来
た
西
域
の
吐
火
羅
人

一
五

五　

吐
火
羅
と
仏
教

　

吐
火
羅
国
が
大
月
氏
国
や
ク
シ
ャ
ン
朝
の
領
域
に
存
在
し
た
国
で
あ
っ
た
こ

と
は
前
述
し
た
。
ク
シ
ャ
ン
王
国
で
は
カ
ニ
シ
カ
王
の
時
代
に
仏
教
保
護
政
策

が
と
ら
れ
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
中
心
に
西
域
仏
教
の
発
展
が
促
さ
れ
た（

47
）。

二
世
紀

の
中
頃
以
後
、
安
世
高
・
支
婁
迦
識
・
支
亮
・
支
謙
・
康
孟
詳
・
康
僧
鎧
な
ど

の
西
域
僧
が
次
々
に
中
国
へ
来
て
、
布
教
や
訳
経
に
活
動
し
、
仏
教
は
急
速
に

中
国
人
の
間
に
広
ま
っ
た
。
安
は
安
息
（
パ
ル
テ
ィ
ア
）
人
、
支
は
大
月
氏
の

人
、
康
は
ソ
グ
ド
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
国
仏
教
の
伝
道
者
に
は

天
竺
僧
よ
り
は
胡
僧
が
多
く
、
訳
経
も
梵
本
よ
り
は
胡
本
に
基
づ
い
た
初
期
に

は
、
ほ
と
ん
ど
中
央
ア
ジ
ア
仏
教
の
支
配
的
影
響
下
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る（

48
）。

支
婁
迦
識
は
大
月
氏
僧
で
、
後
漢
の
霊
帝
代
に
漢
土
に
来
て
、
は
じ
め
て
大
乗

経
典
を
伝
え
た
。
そ
の
弟
子
の
支
亮
も
大
月
氏
仏
教
を
伝
え
た
。
支
謙
は
大
月

氏
国
の
出
身
で
あ
る
が
、
後
漢
霊
帝
代
に
祖
父
が
同
郷
人
数
百
人
を
連
れ
て
後

漢
に
帰
化
し
た
。
そ
の
後
、
後
漢
末
の
騒
乱
を
避
け
て
支
謙
は
呉
へ
移
り
、
呉

主
孫
権
の
も
と
で
『
維
摩
詰
経
』『
大
般
泥
洹
経
』
な
ど
二
七
経
を
翻
訳
し
た
。

以
上
は
大
乗
経
典
で
あ
る
が
、
大
月
氏
国
よ
り
小
乗
仏
教
の
僧
祗
尼
羯
磨
と
戒

本
が
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
の
で
（『
比
丘
尼
伝
』
巻
一
）、
大
月
氏
仏
教
に
は
小

乗
の
要
素
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（

49
）。

　

ト
カ
ラ
国
僧
と
し
て
最
初
に
名
前
が
知
ら
れ
る
の
は
曇
摩
難
提
で
あ
る
。
曇

摩
難
提
は
兜
佉
勒
国
の
人
。
幼
時
に
出
家
し
て
三
蔵
を
閲
し
、『
増
一
阿
含
』

『
中
阿
含
』
を
暗
誦
し
た
。
遠
く
流
沙
を
渡
っ
て
東
遊
し
、
前
秦
の
建
元
二
〇

年
（
三
八
四
）
に
長
安
に
至
っ
た
。
道
安
ら
と
と
も
に
義
学
の
僧
を
集
め
て
翻

経
に
備
え
た
。
難
提
は
『
中
阿
含
経
』
を
口
誦
し
、
竺
仏
念
が
翻
じ
て
五
九
巻

と
し
、
つ
い
で
竺
仏
念
と
と
も
に
『
増
一
阿
含
経
』
を
訳
し
た
。
後
秦
の
建
初

六
年
（
三
九
一
）
二
月
、
姚
旻
の
た
め
に
『
阿
育
王
息
壊
目
因
縁
経
』
一
巻
な

ど
を
訳
し
た
。
そ
の
終
焉
の
地
な
ど
は
不
明
で
あ
る（

50
）。

　

唐
代
に
入
っ
て
か
ら
、
吐
火
羅
か
ら
中
国
に
来
た
仏
教
者
と
し
て
知
ら
れ
る

の
が
弥
陀
山
（
寂
友
）
で
あ
り
、『
開
元
釈
経
録
』
巻
九
に
、

沙
門
弥
陀
山
、
唐
言
寂
友
、
覩
貨
邏
国
人
也
、
幼
小
出
家
、
遊
諸
印
度
、

遍
学
経
論
、
於
楞
伽
倶
舎
、
最
為
精
妙
、
志
弘
像
法
、
無
悋
郷
邦
、
杖

錫
而
遊
、
来
臻
皇
闕
、
於
天
后
代
、
共
実
叉
難
陀
、
訳
大
乗
入
楞
伽
経
、

後
於
天
后
末
年
、
共
沙
門
法
蔵
等
、
訳
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
一
部
、
訳

畢
進
内
、
辞
帝
帰
邦
、
天
后
厚
遺
、
任
帰
本
国
、

と
あ
る
。
弥
陀
山
は
覩
貨
邏
国
の
人
で
、
唐
名
を
寂
友
と
い
う
。
幼
少
で
出
家

し
、
印
度
各
地
を
遊
学
し
て
、
楞
伽
と
倶
舎
に
精
通
し
た
。
則
天
武
后
の
時
代

に
、
于
闐
僧
の
実
叉
難
陀
と
と
も
に
『
大
乗
入
楞
伽
経
』
を
訳
出
し
、
の
ち
に

法
蔵
ら
と
と
も
に『
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
』を
訳
し
た
。
そ
の
後
、
本
国
へ
帰
っ

た
と
い
う
。
弥
陀
山
の
こ
と
は
『
入
楞
伽
心
玄
義
』
巻
八
に
も
み
え
て
お
り
、

法
蔵
自
身
が
実
叉
難
陀
の
帰
国
に
触
れ
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

尋
奉
勅
、
令
再
訳
楞
伽
、
文
猶
未
畢
、
陀〔
従
〕

駕
入
京
、
令
近
朝
安
置
清
禅

寺
、
麁
訳
畢
、
猶
未
再
勘
、
三
蔵
奉
勅
帰
蕃
、
至
長
安
二
年
、
有
吐
火

羅
三
蔵
弥
陀
山
、
其
初
曾
歴
天
竺
廿
五
年
、
備
窮
三
蔵
、
尤
善
楞
伽
、

奉
勅
、
令
共
翻
経
沙
門
復
礼
法
蔵
等
、
再
更
勘
訳
、
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す
な
わ
ち
、
実
叉
難
陀
は
則
天
武
后
の
勅
命
を
受
け
て
、
長
安
の
清
禅
寺
に

お
い
て
『
入
楞
伽
心
玄
義
』
の
訳
出
を
進
め
て
い
た
が
、
麁
訳
を
終
え
た
段
階

で
帰
国
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
長
安
二
年
（
七
〇
二
）
に
な
っ
て
吐
火
羅

三
蔵
の
弥
陀
山
に
勅
命
を
下
し
、
法
蔵
ら
と
と
も
に
『
入
楞
伽
心
玄
義
』
を
再

勘
訳
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
藤
善
眞
澄
氏
に
よ
る
と
、
清
禅
寺
に
お
け
る

『
入
楞
伽
心
玄
義
』
の
訳
出
は
、
則
天
武
后
の
最
初
で
最
後
の
長
安
行
幸
の
際

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
法
蔵
ら
は
武
后
の
駕
に
随
っ
て
長
安
へ
移
動
し
た
こ
と

が
分
か
る
と
い
う
。
ま
た
、
弥
陀
山
が
則
天
の
末
年
に
法
蔵
ら
と
訳
出
し
た
と

い
う
『
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
』
も
、
お
そ
ら
く
清
禅
寺
に
お
け
る
訳
経
の
成
果

に
違
い
な
い
と
論
じ
て
い
る（

51
）。

　

な
お
蓮
池
利
隆
氏
は
、
弥
陀
山
が
訳
出
し
た
『
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
』
が
、

仏
塔
を
修
復
す
る
こ
と
に
よ
り
バ
ラ
モ
ン
が
命
を
長
ら
え
、
死
後
に
は
極
楽
世

界
に
生
ま
れ
た
と
い
う
因
縁
を
説
い
た
上
で
、
古
塔
の
修
理
や
小
塔
（
泥
・
甎
・

石
な
ど
で
作
る
）
の
製
作
を
勧
め
る
内
容
を
も
つ
点
に
注
目
し
、
ア
ジ
ナ=

テ

ペ
や
ヒ
シ
ュ
ト=

テ
ペ
な
ど
中
央
ア
ジ
ア
周
辺
の
仏
教
遺
跡
か
ら
粘
土
製
の
仏

塔
模
型
が
出
土
す
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
経
典
の
存
在
が
あ
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る（

52
）。

加
藤
九
祚
氏
に
よ
る
と
、
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
南
部
に
あ
る
ア
ジ
ナ=
テ

ペ
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
機
能
し
た
仏
教
僧
院
の
遺
跡

で
、
こ
の
時
代
の
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
で
も
っ
と
も
重
要
な
仏
教
遺
跡
で
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
同
じ
く
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
南
部
に
あ
る
ヒ
シ
ュ
ト=

テ
ペ
も
仏

教
僧
院
の
遺
跡
で
、
慧
超
『
往
五
天
竺
国
伝
』
の
骨
咄
国
条
に
み
え
る
寺
院
に

相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
八
世
紀
中
頃
に
ア
ラ
ブ
の
侵
入
に
よ
り
滅
ん
だ
と

さ
れ
る（

53
）。

ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
で
出
土
す
る
仏
塔
模
型
が
覩
貨
邏
国
人
（
吐
火

羅
沙
門
）
の
弥
陀
山
が
訳
出
し
た
『
無
垢
浄
光
陀
羅
尼
経
』
の
内
容
と
一
致
す

る
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
、
こ
の
時
代
の
吐
火
羅
国
に
お
け
る
仏
教
信
仰
を

物
語
る
物
証
と
し
て
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

弥
陀
山
の
ほ
か
に
来
唐
し
た
吐
火
羅
の
仏
教
者
と
し
て
達
磨
秣
磨
が
い
る
。

達
磨
秣
磨
は
義
浄
が
将
来
し
た
『
根
本
説
一
切
有
部
尼
陀
那
』
の
訳
出
に
、
義

浄
の
も
と
で
中
天
竺
国
沙
門
抜
努
・
罽
賓
沙
門
達
磨
難
陀
ら
と
と
も
に
あ
た
っ

た
。
景
龍
四
年
（
七
一
〇
）
に
訳
出
の
な
っ
た
同
経
の
奥
書
に
「
翻
経
沙
門
吐

火
羅
大
徳
達
磨
秣
磨
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
義
浄
が
著
し
た
『
大
唐
西

域
求
法
高
僧
伝
』
巻
上
に
は
、「
覩
貨
速
利
国
人
」
と
し
て
仏
陀
達
磨
な
る
人

物
が
み
え
て
い
る
。「
覩
貨
速
利
国
人
」
と
い
う
の
は
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
と

ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
両
地
域
に
関
係
す
る
出
自
を
も
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
人
物
は
益
府
で
出
家
し
、
中
国
国
内
を
遊
渉
し
た
の
ち
、
西
方
の
聖

迹
を
周
観
し
、
義
浄
と
那
爛
陀
で
会
っ
た
あ
と
（
と
き
に
年
五
〇
ば
か
り
）、

再
び
北
天
竺
に
向
か
っ
た
と
あ
る
。
益
州
が
復
置
さ
れ
て
い
た
の
は
武
徳
元
年

（
六
一
六
）
か
ら
貞
観
元
年
（
六
二
七
）
ま
で
の
間
な
の
で
、
仏
陀
達
磨
の
年

齢
か
ら
み
て
、
益
府
で
出
家
で
き
た
か
ど
う
か
微
妙
で
あ
る
が
、
誤
差
の
範
囲

と
考
え
る
と
す
る
と
、
中
国
・
西
域
・
天
竺
を
往
来
す
る
覩
貨
邏
人
の
出
家
者

が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

義
浄
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』
巻
上
の
新
羅
僧
慧
輪
条
に
は
、
覩
貨
羅
人

に
関
す
る
さ
ら
に
興
味
深
い
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
慧
輪

は
長
安
に
入
っ
て
、
玄
照
の
西
行
に
侍
者
と
し
て
従
う
こ
と
を
許
さ
れ
、
西
国



飛
鳥
に
来
た
西
域
の
吐
火
羅
人

一
七

の
聖
跡
を
巡
礼
し
た
の
ち
、
菴
摩
羅
跛
国
の
信
者
寺
に
あ
る
こ
と
一
〇
年
、
こ

こ
か
ら
東
辺
北
方
に
あ
る
覩
貨
羅
僧
寺
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
覩
貨
羅

僧
寺
は
も
と
も
と
覩
貨
羅
人
が
本
国
僧
の
た
め
に
造
る
と
こ
ろ
で
、
巨
富
を
有

し
、
資
産
も
豊
饒
で
、
寺
名
を
健
陀
羅
山
荼
と
い
っ
た
。
北
方
の
僧
が
来
た
れ

ば
、
み
な
こ
の
寺
に
住
し
て
主
人
と
な
っ
た
と
い
う
。
寺
名
中
に
ガ
ン
ダ
ー
ラ

を
意
味
す
る
「
健
陀
羅
」
と
い
う
語
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
覩
貨
羅
山

寺
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
造
ら
れ
た
と
か
、
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
に
建
て
ら
れ
た
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る（

54
）。

し
か
し
、
慧
輪
が
最
初
に
住
ん
だ
菴
摩
羅
跛
国

は
南
イ
ン
ド
の
ア
マ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
テ
ィ
ー
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
か

ら
東
方
北
辺
に
移
っ
た
先
の
覩
貨
羅
山
寺
は
、
ガ
ン
ジ
ス
川
下
流
域
に
あ
っ
た

と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仏
教
聖
跡
の
中
心
地
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
周
辺
が
想
定
で

き
る
の
で
あ
る
。

　

ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
周
辺
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
覩
貨
羅
山
寺
は
、
覩
貨
羅
僧

で
イ
ン
ド
に
遊
歴
す
る
も
の
を
寄
寓
さ
せ
る
た
め
に
、
覩
貨
羅
人
が
建
て
た
寺

院
で
あ
る（

55
）。

覩
貨
羅
山
寺
の
記
事
の
す
ぐ
あ
と
に
は
、
大
覚
寺
の
西
に
「
迦
畢

試
国
寺
」
が
あ
り
、
北
方
僧
が
来
た
れ
ば
ま
た
こ
こ
に
住
し
た
と
い
う
。
大
覚

寺
（
摩
訶
菩
提
寺
）
は
僧
伽
羅
（
セ
イ
ロ
ン
）
国
王
が
建
立
し
た
寺
院
で
、
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
の
菩
提
樹
の
北
門
外
に
あ
っ
た
（『
大
唐
西
域
記
』
巻
八
、『
大
唐
西
域

求
法
高
僧
伝
』
巻
下
）。
中
イ
ン
ド
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
周
辺
に
覩
貨
羅
山
寺
や
迦

畢
試
国
寺
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
中
央
ア
ジ
ア
の
吐
火
羅
（
覩
貨
羅
）
や
迦
畢

試
（
カ
ー
ピ
シ
ー
）
国
と
中
天
竺
の
舎
衛
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
・
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
な
ど

を
結
ぶ
仏
跡
巡
礼
ル
ー
ト
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
ま
た
、
義
浄
が
往
復
と

も
上
陸
港
と
し
た
東
イ
ン
ド
の
耽
摩
立
底
国
は
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
西
約
四
〇
〇
㎞

の
地
に
あ
っ
た
か
ら
、
覩
貨
羅
人
が
こ
こ
か
ら
南
海
や
中
国
を
め
ざ
す
こ
と
も

可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

七
世
紀
に
お
け
る
仏
教
者
の
巡
礼
ル
ー
ト
を
考
え
る
と
、
西
域
の
吐
火
羅
人

と
中
イ
ン
ド
の
舎
衛
人
と
の
間
に
は
結
び
つ
き
が
想
定
で
き
る
。
胡
商
も
ほ
ぼ

同
じ
ル
ー
ト
を
往
来
し
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
吐
火
羅
人
が
舎
衛
人
と
と
も
に

中
国
に
向
か
い
、
そ
の
途
中
で
日
本
近
海
に
漂
着
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
吐
火
羅
国
人
の
来
歴
に
関
連
し
て
、
唐
代
に
い
た

る
西
域
の
吐
火
羅
国
の
歴
史
、
吐
火
羅
国
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
こ
と
な
ど
を

考
え
て
き
た
。
本
稿
の
結
論
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
六
五
四
年
に
吐
火
羅
国
の
男
女
と
舎
衛
の
女

と
が
日
向
に
漂
流
し
、
六
五
七
年
に
覩
貨
邏
国
の
男
女
が
海
見
嶋
（
奄
美
大

島
）
に
漂
泊
す
る
な
ど
、
少
な
く
と
も
二
群
の
吐
火
羅
（
覩
貨
邏
）
国
人
た

ち
が
日
本
に
漂
着
し
、
筑
紫
を
へ
て
大
和
の
飛
鳥
宮
へ
送
ら
れ
た
。
彼
ら

の
う
ち
男
性
は
六
六
〇
年
に
中
国
方
面
へ
送
還
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
残
さ

れ
た
妻
の
も
と
へ
は
、
そ
の
後
も
大
陸
方
面
か
ら
物
資
の
送
付
な
ど
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
六
七
五
年
の
正
月
元
日
に
舎
衛
の
女
と
堕
羅
の
女

が
薬
お
よ
び
「
珍
異
等
物
」
を
天
武
天
皇
に
献
上
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
み

え
る
「
珍
異
等
物
」
の
な
か
に
は
、
新
た
に
西
域
方
面
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た



一
八

品
々
も
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

二
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
吐
火
羅
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
Ⓐ
西
域
の
吐
火

羅
、
Ⓑ
西
南
諸
島
の
吐
噶
喇
列
島
、
Ⓒ
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
Ⓓ
ビ
ル
マ
の
驃

国
、
Ⓔ
タ
イ
の
堕
和
羅
国
、
Ⓕ
西
域
の
ペ
ル
シ
ア
（
波
斯
）、
Ⓖ
ス
マ
ト
ラ
・

ジ
ャ
ヴ
ァ
な
ど
に
あ
て
る
説
が
そ
れ
ぞ
れ
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
根
拠
が
薄
弱
で
、
通
説
化
し
て
い
る
Ⓔ
の
堕
和
羅
国
説

に
し
て
も
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
る
Ⓕ
の
ペ
ル
シ
ア
説
に
し
て
も
、
中
国

史
料
を
含
め
て
検
討
す
る
と
、
必
ず
し
も
十
分
な
説
得
力
を
も
つ
も
の
と

は
い
え
な
い
。
仏
典
を
含
め
た
中
国
史
料
に
み
え
る
吐
火
羅
・
覩
貨
邏
は
例

外
な
く
Ⓐ
の
西
域
の
吐
火
羅
を
さ
す
も
の
で
、
こ
の
吐
火
羅
は
Ⓔ
の
堕
和

羅
や
Ⓕ
の
ペ
ル
シ
ア
（
波
斯
）
と
は
明
確
に
異
な
る
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ

て
い
る
。

三
、
吐
火
羅
・
覩
貨
邏
と
は
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
ム
川
上
中
流
地
域
で
、
現
在
の

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
を
中
心
と
す
る
地
方
を
さ
す
。
大
月
氏
・
ク
シ
ャ
ン

朝
・
エ
フ
タ
ル
・
突
厥
な
ど
の
遊
牧
民
族
が
順
次
こ
の
地
域
を
支
配
し
た
が
、

ト
カ
ラ
の
名
は
四
世
紀
末
以
降
、
中
国
史
料
に
姿
を
み
せ
は
じ
め
る
。
七

世
紀
前
半
に
は
西
突
厥
が
覩
貨
邏
二
七
国
を
押
さ
え
、
王
族
の
阿
史
那
氏

が
活
国
（
ク
ン
ド
ゥ
ズ
付
近
）
に
常
駐
し
、
吐
火
羅
葉
護
と
し
て
統
治
し
て

い
た
。
し
か
し
六
二
八
年
以
降
、
西
突
厥
国
内
が
分
裂
抗
争
を
く
り
か
え

し
、
六
五
〇
年
前
後
に
イ
ス
ラ
ム
勢
力
が
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
に
迫
り
来

る
と
、
吐
火
羅
葉
護
は
五
五
二
年
に
月
氏
都
督
に
任
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
唐

へ
の
積
極
的
な
接
近
策
を
展
開
し
た
。
六
六
一
年
に
唐
は
西
域
一
六
国
に

都
督
府
を
置
く
が
、
こ
れ
は
名
目
的
な
も
の
で
、
や
が
て
葱
嶺
以
西
は
イ

ス
ラ
ム
軍
が
席
巻
す
る
こ
と
に
な
る
。

四
、
大
月
氏
・
ク
シ
ャ
ン
朝
の
時
代
に
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
で
は
仏
教
文
化
が

隆
盛
し
、
大
月
氏
僧
が
二
世
紀
後
半
の
中
国
に
大
乗
・
小
乗
経
典
を
伝
え

た
。
そ
の
後
も
曇
摩
難
提
・
弥
陀
山
・
達
磨
秣
磨
ら
吐
火
羅
国
出
身
の
訳
経

沙
門
が
前
秦
や
唐
に
来
て
活
躍
し
た
。
義
浄
の
証
言
に
よ
る
と
、
中
国
・
西

域
・
天
竺
を
巡
礼
す
る
覩
貨
速
利
国
人
が
存
在
し
た
と
い
う
。
ま
た
義
浄

は
、
覩
貨
羅
人
は
イ
ン
ド
の
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
周
辺
に
本
国
僧
の
た
め
に
覩
貨

羅
山
寺
を
造
っ
て
い
た
と
も
伝
え
て
い
る
。
西
域
か
ら
イ
ン
ド
へ
、
さ
ら

に
は
中
国
へ
と
往
来
す
る
覩
貨
羅
人
（
覩
貨
速
利
国
人
）
の
姿
が
浮
か
び
上

が
る
。

　

西
域
の
吐
火
羅
国
は
六
四
〇
年
代
以
降
、
六
四
五
年
・
六
四
七
年
・
六
四
八

年
・
六
五
〇
年
・
六
五
四
年
・
六
五
七
年
・
六
六
〇
年
な
ど
に
唐
へ
使
者
を
送
っ

た
。
一
方
、
唐
は
六
五
二
年
・
六
五
八
年
・
六
六
一
年
な
ど
に
吐
火
羅
国
に
月

氏
都
督
府
を
置
い
た
。
こ
の
よ
う
に
六
五
〇
年
代
は
西
域
の
吐
火
羅
国
と
唐
と

が
急
接
近
し
た
時
代
で
あ
る
。
使
節
の
往
来
と
比
例
し
て
吐
火
羅
国
か
ら
の
商

人
の
往
来
も
急
増
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
諸
点
を
勘
案
す
る
と
、
六
五
四
年
・
六
五
七
年
な
ど
に
日
本
へ
漂

着
し
た
吐
火
羅
国
人
は
、
西
域
の
吐
火
羅
国
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え

よ
う
。
そ
の
よ
う
な
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
来
日
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
以
前

か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
上
に
残
る
覩
貨
邏
僧
の
動
き
は
西
域
・
イ
ン

ド
・
中
国
を
股
に
か
け
て
い
る
。
ソ
グ
デ
ィ
ア
ナ
の
ソ
グ
ド
人
を
中
心
と
す
る



飛
鳥
に
来
た
西
域
の
吐
火
羅
人

一
九

胡
商
が
隋
代
・
唐
代
の
中
国
へ
さ
か
ん
に
往
来
し
た
こ
と
も
、
近
年
の
研
究
に

よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
客
観
的
条
件
か
ら
み
て
も
、
西
域
の

吐
火
羅
人
が
日
向
国
や
奄
美
大
島
に
漂
着
し
、
飛
鳥
の
王
都
に
迎
え
ら
れ
た
と

し
て
も
不
思
議
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
吐
火
羅
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
集
団
で
あ
り
、
本
来
は
ど

こ
か
ら
ど
こ
へ
向
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
竹
内
理
三
氏
は
、
○ｉ
彼
ら
は

日
向
に
漂
着
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
西
方
で
は
な
く
、
南
方
か
ら
や
っ
て
き
た
と

し
、
○ⅱ
元
来
は
日
本
に
来
る
目
的
で
は
な
く
、
唐
か
朝
鮮
半
島
に
向
か
う
途
中

で
あ
っ
た
ろ
う
、
○ⅲ
妻
同
伴
な
の
で
、
か
り
そ
め
に
航
海
し
た
の
で
は
な
く
、

遠
洋
航
海
の
目
的
で
海
に
浮
か
ん
だ
も
の
ら
し
い
、
な
ど
と
述
べ
て
い
る（

56
）。

竹

内
氏
の
指
摘
は
十
分
首
肯
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
○ⅰ
に
つ
い
て
は
異
論
が
あ

る
。

　

後
世
の
例
で
は
あ
る
が
、
松
浦
章
氏
の
紹
介
に
よ
る
と（

57
）、

安
政
二
年
（
一
八

五
五
）
正
月
、
日
向
国
心
見
村
に
中
国
の
小
型
商
船
が
漂
着
し
た
。
こ
の
船
は

山
東
半
島
東
端
の
石
島
よ
り
出
帆
し
、
お
そ
ら
く
江
南
の
蘇
州
を
め
ざ
し
て
い

た
が
、「
逢
難
風
、
船
上
破
損
多
、
其
後
打
續
西
風
而
巳
ニ
て
」
日
向
国
へ
漂

着
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
年
五
月
に
は
、
同
じ
く
山
東
半
島
の
即
墨
県
か

ら
蘇
州
へ
向
か
う
中
国
の
小
型
商
船
が
「
逢
難
風
」、
土
佐
国
の
浦
戸
へ
漂
着

し
た
の
ち
、
さ
ら
に
日
向
国
折
生
迫
へ
漂
流
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
外

国
船
の
日
向
国
へ
の
漂
着
が
、
南
方
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
東
方
に
あ
た
る
中

国
山
東
半
島
方
面
か
ら
で
も
、
十
分
起
こ
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

吐
火
羅
人
の
来
日
に
つ
い
て
、
井
上
光
貞
氏
が
堕
和
羅
国
の
遣
唐
使
節
が
日

本
に
漂
着
し
た
と
推
測
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
内
田
吟
風

氏
は
こ
れ
を
批
判
し
て
、『
日
本
書
紀
』
の
吐
火
羅
人
・
舎
衛
人
は
文
字
通
り

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ン
ド
か
ら
の
商
民
か
旅
行
者
で
あ
る
と
み
て
差
し
支
え

な
い
と
説
い
た（

58
）。

こ
の
ほ
か
榎
一
雄
氏
は
、
吐
火
羅
人
が
わ
ず
か
三
年
の
間
に

二
回
も
漂
着
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
彼
ら
は
は
じ
め
か
ら
日
本
に
渡
航
す
る

つ
も
り
で
来
た
も
の
で
、
漂
着
と
は
い
い
訳
に
す
ぎ
ず
、
日
本
の
朝
廷
が
手
厚

い
待
遇
を
与
え
た
の
は
、
彼
ら
が
商
人
で
珍
し
い
財
宝
を
数
多
く
所
有
し
て
い

た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る（

59
）。

　

漂
流
を
装
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
榎
氏
の
仮
説
に
は
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。
の
ち
の
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
に
来
日
し
た
新
羅
王
子
金

泰
廉
・
新
羅
貢
調
使
金
喧
ら
の
一
行
は
、
総
勢
七
〇
〇
名
あ
ま
り
、
乗
船
も
七

艘
と
い
う
大
使
節
団
で
あ
っ
た
が
、
正
式
の
使
節
の
ほ
か
に
多
数
の
貿
易
商
人

が
加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

60
）。

こ
の
一
行
は
孝
謙
天
皇
に
拝
朝
し
た

の
ち
、
東
大
寺
大
仏
へ
の
拝
礼
も
許
さ
れ
る
な
ど
、
例
外
的
な
厚
遇
の
も
と
に

帰
国
す
る
が
、
正
史
た
る
『
続
日
本
紀
』
に
は
商
業
活
動
を
思
わ
せ
る
記
述
は

一
言
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
天
武
四
年
の
元
日
に
舎
衛
女
と
堕
羅
女
が
薬
と

「
珍
異
等
物
」
を
献
上
し
て
い
る
の
も
、
吐
火
羅
人
た
ち
が
西
域
の
貴
重
な
文

物
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
彼
ら
が
妻
の
み
を
残
し
て
帰
国
し
た

の
も
、
商
業
活
動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
一
手
段
と
考
え
れ
ば
納
得
が
ゆ
く
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
彼
ら
は
吐
火
羅
人
と
は
称
し
て
い
る
が
、「
覩
貨
速
利
国

人
」
と
称
さ
れ
た
仏
陀
達
磨
の
よ
う
に
、
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
と
ソ
グ
デ
ィ
ア

ナ
の
両
地
に
由
縁
を
も
つ
胡
人
（
胡
商
）
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
少
な
く



二
〇

な
い（

61
）。

森
部
豊
氏
に
よ
る
と
、
西
晋
時
代
に
は
ソ
グ
ド
人
の
交
易
圏
は
黄
河
下

流
域
に
ま
で
及
ん
で
い
た
が
、
山
東
省
青
州
市
に
あ
る
北
斉
時
代
の
墓
か
ら
出

土
し
た
石
板
に
は
、
墓
主
と
商
談
を
す
る
ソ
グ
ド
人
ら
し
き
胡
人
が
描
か
れ
て

お
り
、
こ
の
時
代
に
は
山
東
の
青
州
に
ま
で
ソ
グ
ド
商
人
が
や
っ
て
き
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
と
い
う（

62
）。

こ
の
よ
う
な
山
東
半
島
な
ど
に
往
来
し
た
胡
人

の
う
ち
、
吐
火
羅
（
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
）
出
身
の
胡
商
集
団
が
、
江
南
方
面

へ
向
け
て
船
舶
で
航
行
し
た
際
に
、
暴
風
の
た
め
流
さ
れ
て
日
本
へ
漂
着
し
た

の
が
、『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
吐
火
羅
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

日
本
に
来
た
吐
火
羅
人
が
文
字
通
り
西
域
の
吐
火
羅
人
で
あ
っ
た
と
す
る

と
、
こ
の
事
実
は
、
日
本
と
西
域
の
関
係
史
に
新
た
な
光
を
与
え
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
正
倉
院
宝
物
の
ガ
ラ
ス
製
品
な
ど
に
含
ま
れ
る
西
域
的
な
要
素
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
と
の
関
係
ば
か
り
が
喧
伝
さ
れ
て
き
た

が
、
最
近
で
は
そ
う
し
た
見
方
に
対
し
て
異
論
も
出
さ
れ
て
い
る
。
西
域
の
吐

火
羅
人
が
飛
鳥
の
朝
廷
に
来
て
、「
珍
異
等
物
」
を
献
上
し
て
い
る
と
い
う
事

実
は
、
従
来
の
定
説
を
見
直
す
手
が
か
り
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
と
は
飛

鳥
仏
教
と
西
域
と
の
関
係
、
飛
鳥
の
石
造
建
築
物
と
西
域
と
の
関
係
に
ま
で
波

及
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
と
思
う
。

注（
1
）　

井
上
光
貞
「
吐
火
羅
・
舎
衛
考
」（『
井
上
光
貞
著
作
集
』
一
一
、
岩
波
書
店
、

一
九
八
六
年
。
初
出
は
一
九
六
〇
年
）
二
八
七
～
二
九
〇
頁
。

（
2
）　
『
大
日
本
史
』
巻
二
四
三
、
吐
火
羅
伝
。

（
3
）　

河
村
秀
根
『
書
紀
集
解
』（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
一
九
三
七
年
）。

（
4
）　

飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釈
』（
内
外
書
籍
株
式
会
社
、
一
九
三
〇
年
）。

（
5
）　

内
田
吟
風
「
吐
火
羅
国
史
考
」（
東
方
学
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
『
東
方
学

論
集
』
東
方
学
会
、
一
九
七
二
年
）
一
三
頁
。

（
6
）　

谷
川
士
清
『
和
訓
栞
』
中
巻
（
名
著
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
）。

（
7
）　
『
薩
隅
日
地
理
纂
考
』（
鹿
児
島
県
教
育
会
、
一
八
九
八
年
）
三
一
四
頁
。

（
8
）　
『
鹿
児
島
県
史
』
第
一
巻
（
鹿
児
島
県
、
一
九
六
七
年
復
刊
）
九
四
～
九
五
頁
。

（
9
）　

藤
田
元
春
「
琉
球
と
南
越
」『
日
支
交
通
の
研
究
』
中
近
世
篇
（
冨
山
房
、
一

九
三
八
年
）
八
七
頁
。

（
10
）　

丸
山
二
郎
「
吐
火
羅
と
舎
衛
」（『
日
本
古
代
史
研
究
』
大
八
洲
出
版
株
式
会
社
、

一
九
四
八
年
）。

（
11
）　

井
上
光
貞
注
（
1
）
論
文
二
九
二
頁
。

（
12
）　

三
宅
米
吉
「
ひ
り
つ
ぴ
ん
群
島
ノ
記
」（『
文
学
博
士
三
宅
米
吉
著
述
集
』
同
刊

行
会
、
一
九
二
九
年
）
四
六
一
～
四
六
二
頁
。

（
13
）　

吉
田
東
伍
『
増
補
大
日
本
地
名
辞
書
』
第
四
巻
（
冨
山
房
、
一
九
〇
一
年
）
五

八
五
～
五
八
六
頁
。

（
14
）　

竹
内
理
三
「
吐
火
羅
人
入
朝
考
」（『
竹
内
理
三
著
作
集
』
四
、
二
〇
〇
〇
年
。

初
出
は
一
九
二
八
年
）。

（
15
）　

井
上
光
貞
注
（
1
）
論
文
。

（
16
）　

日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
補
注
、

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集『
日
本
書
紀
』三（
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）頭
注
、『
国

史
大
辞
典
』第
一
〇
巻（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）、『
対
外
関
係
史
辞
典
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
17
）　

内
田
吟
風
注
（
4
）
論
文
一
三
頁
。

（
18
）　

伊
藤
義
教
「
再
々
論
「
吐
火
羅
・
舎
衛
」
考
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
六
七
、

一
九
九
一
年
）
一
六
二
頁
。

（
19
）　

山
本
達
郎
「
堕
和
羅
国
考
」（『
史
林
』
二
八
―

四
、
一
九
四
三
年
）。

（
20
）　

松
本
清
張
『
火
の
路
』
下
（
文
芸
春
秋
、
一
九
七
五
年
）
三
二
二
～
三
二
六
頁
、

同
『
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
か
ら
飛
鳥
へ
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
九
年
）
一

六
六
～
一
六
七
頁
。
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（
21
）　

石
原
力
「
奈
良
時
代
に
来
日
し
た
ペ
ル
シ
ア
人
李
密
翳
（
李
密
）
考
」（『
東
ア

ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
七
、
一
九
七
八
年
）。

（
22
）　

井
本
英
一
『
古
代
の
日
本
と
イ
ラ
ン
』（
学
生
社
、
一
九
八
〇
年
）。

（
23
）　

伊
藤
義
教
『
ペ
ル
シ
ア
文
化
渡
来
考
―
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
飛
鳥
へ
―
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）、
同
「『
日
本
書
紀
』
に
か
か
れ
た
ト
カ
ラ
人
」（『
東

ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
二
五
、
一
九
八
〇
年
）、
同
注
（
18
）
論
文
。

（
24
）　

波
斯
匿
王
は
シ
ャ
カ
の
時
代
の
コ
ー
サ
ラ
国
の
王
。
舎
衛
城
に
住
ん
だ
。
優
波

斯
那
は
シ
ャ
カ
が
成
道
後
に
最
初
に
説
法
し
た
五
比
丘
の
一
人
。

（
25
）　

岡
本
健
一
「
日
本
に
来
た
西
域
人
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
七
、
一
九

七
八
年
）、
高
遠
五
郎
「
飛
鳥
と
西
域
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
一
八
、
一

九
七
八
年
）
な
ど
。

（
26
）　

榎
一
雄
「『
日
本
書
紀
』
の
吐
火
羅
国
と
舎
衛
」（『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
一
九

八
〇
年
八
月
一
五
・
二
二
日
合
併
号
）。

（
27
）　

以
上
の
吐
火
羅
概
論
は
以
下
の
文
献
を
参
考
に
記
述
し
た
。
椎
尾
弁
匡
「
覩
貨

羅
の
民
族
地
理
年
代
」（『
史
学
雑
誌
』二
三
―

六
、
一
九
一
二
年
）、
内
田
吟
風「
吐

火
羅
国
史
考
」（
東
方
学
会
創
立
二
十
五
周
年
記
念
『
東
方
学
論
集
』
東
方
学
会
、

一
九
七
二
年
）、
加
藤
九
祚
「
ト
ハ
リ
ス
タ
ン
の
仏
教
遺
跡
」（『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

学
研
究
』
四
、
一
九
九
七
年
）、
岩
井
俊
平
「
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
に
お
け
る
地

域
間
関
係
の
考
古
学
的
検
討
」（『
西
南
ア
ジ
ア
研
究
』
六
〇
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
28
）　

岩
井
俊
平
注
（
27
）
論
文
二
頁
。

（
29
）　

桑
山
正
進「
ト
ハ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
の
エ
フ
タ
ル
、
テ
ュ
ル
ク
と
そ
の
城
邑
」（『
オ

リ
エ
ン
ト
学
論
集
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年
）
一
四
一
頁
。

（
30
）　

桑
山
正
進
訳
注
『
大
乗
仏
典　

中
国
・
日
本
篇
』
九
、
大
唐
西
域
記
（
中
央
公

論
社
、
一
九
八
七
年
）
一
二
六
頁
。

（
31
）　

桑
山
正
進
注
（
29
）
論
文
一
四
六
頁
。

（
32
）　

玄
奘
の
出
発
年
に
つ
い
て
は
、
貞
観
元
年
（
六
二
七
）
と
す
る
史
料
と
貞
観
三

年
（
六
二
九
）
と
す
る
史
料
の
両
方
が
あ
る
が
、
桑
山
正
進
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
（
桑
山
注
（
30
）
著
書
三
六
〇
～
三
六
三
頁
）、
玄
奘
は
砕
葉
城
で
六
二
八
年

に
暗
殺
さ
れ
た
西
突
厥
の
統
葉
護
可
汗
に
謁
見
し
て
い
る
の
で
、
貞
観
三
年
出
発

だ
と
こ
れ
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
貞
観
「
三
年
」
は
「
元
年
」
の
誤
写

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
33
）　

桑
山
正
進
注
（
30
）
著
書
一
二
八
～
一
二
九
頁
。

（
34
）　

桑
山
正
進
注
（
30
）
著
書
一
二
五
～
一
二
六
頁
。

（
35
）　

桑
山
正
進
注
（
29
）
論
文
一
四
四
～
一
四
五
頁
、
同
注
（
30
）
著
書
二
六
七
頁
。

（
36
）　

桑
山
正
進
注
（
29
）
論
文
四
五
頁
、
同
注
（
30
）
著
書
二
六
七
頁
。

（
37
）　

唐
代
前
期
の
西
突
厥
・
吐
火
羅
の
状
況
お
よ
び
唐
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
内

田
吟
風
注
（
27
）
論
文
、
嶋
崎
昌
「
遊
牧
国
家
の
中
央
ア
ジ
ア
支
配
と
中
国
王
朝
」

（『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
四
〇
二
～
四
〇
八
頁
、

桑
山
正
進
注
（
29
）
論
文
一
四
五
～
一
四
六
頁
、
同
注
（
30
）
著
書
一
三
〇
～
一

三
一
頁
、
二
六
七
～
二
六
八
頁
、
三
六
〇
～
三
六
三
頁
、
長
沢
和
俊
『
東
西
文
化

の
交
流
』（
白
水
社
、
一
九
七
九
年
）
二
三
一
～
二
四
三
頁
、
森
安
孝
夫
『
興
亡

の
世
界
史
〇
五　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
唐
帝
国
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
七

三
～
一
八
〇
頁
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
38
）　

波
斯
と
イ
ス
ラ
ム
軍
に
関
す
る
記
述
は
、
以
下
の
文
献
に
よ
っ
た
。
長
沢
和
俊

注
（
37
）
著
書
二
四
六
～
二
四
九
頁
、
前
嶋
信
次
「
タ
ラ
ス
戦
考
」（『
東
西
文
化

交
流
の
諸
相
』
同
刊
行
会
、
一
九
七
一
年
）
一
三
八
～
一
四
〇
頁
、
桑
山
正
進
編

『
慧
超
往
五
天
竺
国
伝
研
究
』
改
訂
第
二
刷
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
八
年
）
一
四

七
～
一
四
八
頁
。

（
39
）　

前
嶋
信
次
注
（
38
）
論
文
一
三
四
頁
。

（
40
）　

桑
山
正
進
注
（
38
）
編
著
一
四
七
頁
。

（
41
）　

前
嶋
信
次
注
（
38
）
論
文
一
三
八
頁
。

（
42
）　

前
嶋
信
次
注
（
38
）
論
文
一
四
〇
～
一
四
一
頁
。

（
43
）　

長
沢
和
俊
注
（
37
）
著
書
二
三
八
頁
、
森
安
孝
夫
注
（
37
）
著
書
一
八
〇
頁
。

（
44
）　

内
田
吟
風
「
唐
高
宗
勅
撰
西
域
志
校
録
」（『
神
戸
大
学
文
学
会
研
究
』
三
五
、

一
九
六
五
年
）。

（
45
）　

前
嶋
信
次
氏
注
（
38
）
論
文
一
三
七
頁
。

（
46
）　

桑
山
正
進
氏
注
（
38
）
編
著
一
四
七
～
一
四
八
頁
。

（
47
）　

羽
溪
了
諦
『
西
域
之
仏
教
』（
法
林
舘
、
一
九
一
四
年
）、
羽
田
明
「
東
西
文
化



二
二

の
交
流
」（『
中
央
ア
ジ
ア
史
研
究
』
臨
川
書
店
、
一
九
八
二
年
）。

（
48
）　

羽
田
明
注
（
47
）
論
文
三
〇
七
～
三
〇
九
頁
。

（
49
）　

椎
尾
弁
匡
注
（
27
）
論
文
、
小
笠
原
宣
秀
・
小
田
義
久
『
要
説
西
域
仏
教
史
』（
百

華
苑
、
一
九
八
〇
年
）
三
九
頁
、
鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
第
一
巻
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）、
同
第
五
巻
（
一
九
九
四
年
）、
鎌
田
茂
雄
『
新
中
国

仏
教
史
』（
大
東
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
50
）　

鎌
田
茂
雄
『
中
国
仏
教
史
』
第
二
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
一

二
〇
～
一
二
一
頁
、
同
『
新
中
国
仏
教
史
』（
前
掲
）
五
七
～
五
八
頁
。

（
51
）　

藤
善
眞
澄
「『
華
厳
経
伝
記
』
の
彼
方
―
法
蔵
と
太
原
寺
―
」（
鎌
田
茂
雄

先
生
古
稀
記
念
会
編
『
華
厳
学
論
集
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
七
年
）
三
二
六
～
三

二
七
頁
。

（
52
）　

蓮
池
利
隆
「
覩
貨
邏
僧
弥
陀
山
と
百
万
塔
」（『
仏
教
学
研
究
』
六
四
、
二
〇
八

年
）。

（
53
）　

加
藤
九
祚
注
（
27
）
論
文
。

（
54
）　

加
藤
九
祚
注
「
仏
教
の
中
央
ア
ジ
ア
（
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
）
伝
来
と
隆
盛
」（『
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
』
四
、
前
掲
）
七
頁
。

（
55
）　

足
立
喜
六
訳
注
『
大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年
）
八

八
頁
。

（
56
）　

竹
内
理
三
注
（
14
）
論
文
三
三
〇
～
三
三
一
頁
。

（
57
）　

松
浦
章
「
解
題
」（『
安
政
二
・
三
年
漂
流
小
唐
船
資
料
』
関
西
大
学
東
西
学
術

研
究
所
資
料
集
刊
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
58
）　

内
田
吟
風
注
（
27
）
論
文
一
三
頁
。

（
59
）　

榎
一
雄
注
（
26
）
論
文
四
四
頁
。

（
60
）　

東
野
治
之
『
正
倉
院
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
二
五
～
三
二
頁
。

（
61
）　

伊
藤
丈
氏
は
、『
現
代
語
訳
一
切
経　

大
唐
西
域
求
法
高
僧
伝
・
海
東
高
僧
伝
』

（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
に
お
い
て
、「
覩
貨
速
利
国
人
」
を
「
覩ト

貨カ

羅ラ

（
ト

ハ
リ
ス
タ
ン
）
国
な
ど
で
市
を
開
く
速ソ
グ
ド利

の
人
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
62
）　

森
部
豊
「
四
世
紀
～
一
〇
世
紀
の
黄
河
下
流
域
に
お
け
る
ソ
グ
ド
人
」（
鶴
間

和
幸
編
『
黄
河
下
流
域
の
歴
史
と
環
境
』
東
方
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。

〔
付�

記
〕
本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
八
日
（
水
）
に
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
の

研
究
例
会
で
報
告
し
た
内
容
を
も
と
に
、
一
部
補
訂
を
加
え
な
が
ら
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
報
告
後
の
質
疑
応
答
に
際
し
て
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
有
益
な
ご
指
摘
を
い
た

だ
い
た
が
、
な
か
で
も
松
浦
章
氏
と
森
部
豊
氏
か
ら
は
、
本
稿
の
結
論
に
影
響
す
る
貴

重
な
ご
教
示
を
頂
戴
し
た
。
末
尾
な
が
ら
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
申
し
述
べ
た
い
。
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The Tokharians who visited Asuka from the Western Regions

NISHIMOTO Masahiro

	 In the academic circles of ancient Japanese history, the Tokharians, who 

drifted to the Japanese shores in 654 and 657, were thought to be the Dvaravatians 

who lived in a region that is now part of Thailand. Some believed that they were 

from Persia or the Tokhara Islands. However, in Chinese historical documents, 

including Buddhist texts, Tokhara was only used to refer to the Tokharians in the 

Western regions and thus, distinguished them from Dvaravati in Thailand and 

Persia. It is difficult to believe that the ancient Japanese did not know this.� 	

	 The Tokharians lived in the upper and middle valleys of the Amu, a region now 

part of northern Afghanistan. In the first half of the seventh century, the West Turk 

ruled Tokhara, and the Ashina royal family lived in the Katsu (near Kundus) and 

governed it. After 628, an insurrection erupted in West Turk and Islamic movements 

closed to Tokharistan in around 650. Around this time, the Ashina started to 

aggressively approach Tang. Tokhara vigorously approached Tang in the 650s. 

Caravans of Tokharian merchants traveled to Tang with the visit of the Tokharian 

delegate. The Tokharians who reached the Japanese shores are assumed to be some 

of them.




